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も 5m なら 5m だが、発話速度算出に使われる音声的な単位はどの位置で数えても 5 音節な






発話速度という用語は、しばしば speech rate の訳語として用いられる。speech speed など
という用語もあるが、speech rate や speaking rate という用語が使われることが多い。rate は
直訳すれば、割合や率のことである。日本語でも発話速度ではなく、発話率や発話割合と
いう訳語を用いたほうが、指標が示しているものを正確に表しているのではないだろうか。 
                                                        
1
 一分あたりの語数 (words per minute) などの指標である。 
2
 一分あたりの音節数 (syllables per minute) もしくは 1 秒あたりの音節数 (syllables per second) などである。 
3
 物理学では、ベクトルを持たないスカラー量として「速さ」という単位が存在し、「速度」とは明確に区
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 「発話速度」という単位が、話し手や聞き手にとっての主観的な音声言語の速さに強い影響を与えてい











しかし、学術上では一定時間あたりのモーラ (拍) 数で示されるのが通常である。 
欧米の言語を扱った研究では、1970 年代頃までは単語数をもとに計測される場合が多か
った (Brubaker 1972, Lane and Grosjean 1973 など)。しかし、Cotton (1936) ではすでに音節を
基準にした計測方法のほうが科学的であると指摘しており、現在では音節数を基準に計測












Lane and Grosjean (1973) では、単語数を基準にした speaking rate と発話者の速度感覚の対
応を見ている。話し手の主観的な速度感は、speaking rate の値に対して指数 2.6 で増減する
ことを明らかにした。すなわち、speaking rate が倍になると、話者は 6 倍程度速く話してい
ると感じるということになる。Lane and Grosjean (1973) では聴取者にとっての音声の速さに
















































ではなくなった。三浦 (1982) と佐藤 (1977a)、両者の結果は矛盾する。三浦 (1982) の標準
的な発話の音声は 1 モーラ 110～165msec、遅い発話の音声は 1 モーラ 195～325msec であっ
た。佐藤 (1977a) の音声は、より速いキャリア・センテンスの単語音声は 1 モーラ7がおよ
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城生 (2008, p.129-131) で述べられているように、言語音の高さと強さが連動しているこ
とは、以前から指摘されているところである。音声言語の速さに関しても、プロソディー















Lane and Grosjean (1973) では、単語数を基準にした speaking rate と発話者の速度感覚の対
応について見ているが、聴取者の速度感覚との対応についても観察している。聞き手の主
観的な速度感は、speaking rate の値に対して指数 1.5 で増減する。すなわち、speaking rate















































VC 構造よりも CV 構造が日本語の時間構造を反映していると見る研究として、匂坂・東倉
(1981a、1981b、1984) があげられる。CV の時間長を単位としたタイミング補償と、VC の
時間長を単位としたタイミング補償では、前者のほうが強くなっており、これを「モーラ
をタイミングとした、いわゆる音節リズム (syllable timed rhythm) の現れ」(匂坂・東倉 1984) 
であるとしている。それ以外にも、日本語のテンポの基準となる個所を、子音や母音の立
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た。録音された資料には 300ms 以上の比較的長いポーズが 4 個、300ms 未満の比較的短い
ポーズが 7 個あった (刺激音 A) 。この元の音声を用いて、短い 7 個のうちの任意のポーズ
4 個を、後続または先行する比較的長いポーズの位置に移動、合体させ、ポーズ 7 個の音声
を作成した (刺激音 B)。さらに残りの比較的短い 3 個のポーズを、すべて後続または先行
する比較的長いポーズの位置に移動、合体させてポーズを 4 個にした音声 (刺激音 C) も作
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 一般的に、調音速度と呼ばれるが、本研究では「発音速度」と称することにしている。詳しくは第 2 章
p.25 の注 18 を参照のこと。 
11




ど頻度が下がるという広実 (1994) と同様の結果にはならなかった。 
また、ポーズが発話全体においてどれくらいの割合を占めるのかも、聴取側にとっての






向が見られている (Feldstein and Bond 1981、内田 2000)。内田 (2000) ではさらに、ピッチ
を変えずに発話速度を変化させた際に、発話速度を速くしたものではピッチも高く聞こえ、







与える。Schwab (2011) では 28 人のフランス語母語話者が 3 種類の速度 (fast, normal, slow) 
でテキストを読んだものをもちいて知覚実験を行なっている。知覚実験の被験者も、テキ
ストを読んだ話者と同じである。マグニチュード推定法をもちいてこの結果を分析した。






















発話速度の好みについて、Lass and Cain (1972) は聞き手が実際に話したときの話速に関
連があることを述べている。すなわち、速く話す被験者ほど速い発話速度を好むという結
果になった。 
また、発話速度の好みは年齢層によって評価が異なる。中村ほか (1994) では、毎秒 9.4




また、高齢者でも年代によって速さの好みは異なる。今井ほか (1999) では、60 代、70
代、80 代それぞれの被験者群に、4 種類の話速 (6, 7.2, 8.2, 10morae/sec) の音声を聴取して
聞きやすさを評価させたところ、60 代では 7.2morae/sec の音声の評価がもっとも高かった































































話内での発話速度の変化について扱ったものとして、田中 (2008) がある。田中 (2008) は






話速変換技術が開発されてきた。中村ほか (1994) では、有声区間の 1 ピッチ区間 (ピッチ
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いて扱った先行研究に、Lane and Grosjean (1973) がある。Lane and Grosjean (1973) では、発
話速度と発話者の速度感覚の対応を見ているが、話し手の主観的な速度感は、発話速度の
値に対して指数 2.6 で増減することを明らかにした。また、発音速度に対しては指数 3.4 で
推移し (Grosjean and Lane 1974, 1976)、発話速度よりも発音速度の変化により敏感であると
言える。Lane and Grosjean (1973) は英語の読み上げ音声の例だが、比企ほか (1967) では日
本語の読み上げ音声を扱っており、話速を速くすると普通の話速で発話したのに比べて発
話の時間長が 0.67 倍になり、遅くすると 1.33 倍になるとしている。また、発話部分の時間





だろうか。Grosjean and Lane (1974, 1976) によれば、聞き手の主観的な速度感は、発話速度
の値に対して指数 1.6 で増減するという結果になり、話し手に比べて主観的な評価の変化が
緩やかであることがわかる。また、発音速度との関係は指数 1.5 であらわされる。こちらも
聞き手の方が評価の変化率が穏やかである。Grosjean and Lane (1974, 1976) も英語の読み上
げ音声の例であるが、日本語の音声の発音速度と聞き手の速さへの評価との対応を見た研
究として籠宮ほか (2008) が挙げられる。籠宮ほか (2008) ではテーマを受けて自由に発話








指標として用いる場合、現在では「モーラ数÷秒  (もしくは分)」で算出されることが多い。articulation rate
の訳語として用いることとするが、日本語では「調音速度」という用語が用いられることが多い。しかし、
調音とは調音器官をどのように動かして言語音を作り出すかということを問題にする際に用いられる用語



























聴取側にとっての発話の速さに大きな影響を与える (Grosjean and Lane 1974, 1976、杉藤 
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ピッチが高いものほど発話の速さが速く聞こえるという傾向が見られている (Feldstein and 






















録音は静穏な室内で行なった。パーソナルコンピュータ (NEC 製 VersaPro VJ17M/ED-1 9) 
にオーディオインターフェース (CREATIVE 社製 Sound Blaster Digital Music SX) を USB 
接続で介し、マイク (オーディオテクニカ社製 AT-VD4。吹かれノイズを避けるため、スポ
ンジ状のウインドスクリーンをかぶせるか、ポップスクリーンを用いた) を接続して行なっ
た。録音ソフトは Cool Edit2000、OS は Windows XP Home Edition である。ファイル形式は




経験のある男女 4 名を対象とした。以下の情報は録音を行なった 2010 年 9 月現在のもので
ある。 
01 (YK)、21 歳男性。言語形成地は長崎県長崎市。 
02 (HK)、20 歳男性。言語形成地は東京都青梅市 (8～10 歳時は広島県広島市)。 
03 (MK)、25 歳女性。言語形成地は東京都東久留米市。 








































。最高値と最低値は、先行研究である Fougeron and Jun (1998) 
との比較や参考のために算出した。 
音声解析ソフトは、Praat ver.5 を用いている (図 2-1)。時間長の計測には TextGrid 機能を
利用した。原波形とスペクトログラムを目視し、セグメンテーションを行なった。その後、
TextGrid ファイルから時間情報をテキストファイルに書き起こすスクリプトを作成し、その
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 つまり、そのポーズが何モーラ分の長さを有しているかという観点である。計算方法としては、各トー
クンの 1 モーラあたりの時間長を算出し (発話部分の総時間長/総モーラ数)、各ポーズをその値で割る。 
21
 なお、話速ごとに分類してある。さらに、筆者の聴取により、「文末 (S)」、「イントネーション句末 (IP)」、
「アクセント句末 (AP)」、「それ以外 (NM)」に分類した。 
22
 変動幅を見るために、ピッチレンジを見るという方法もあるが、ピッチはアクセント句の冒頭が micro 
prosody の影響で不安定になったり、アクセント句末などの部分が声質変化などで不安定になる場合があっ




データを Microsoft Excel (2003, 2010, 2013) で整理、解析、グラフの作成を行なった。 
ピッチは autocorrelation の設定で抽出し、さらに Praat 独自の Pitch ファイルとして保存し
た後、音声の原波形やスペクトログラムを目視しながら、Edit 機能でソフトによる明らかな
抽出ミスと思われる部分を修正した。その上で、トークンごとに中央値、最高値、最低値、






























































































































































































































































































程度だが、YK は 1.7 程度になっていて、変化の度合いが大きい。発音速度の変化率は HK、




表 2-1 発話速度の変化率 
 normal : fast slow : normal 
HK 1 : 1.19 1 : 1.21 
YK 1 : 1.64 1 : 1.73 
MK 1 : 1.33 1 : 1.36 
MA 1 : 1.39 1 : 1.19 
 
表 2-2 発音速度の変化率 
 normal : fast slow : normal 
HK 1 : 1.13 1 : 1.13 
YK 1 : 1.35 1 : 1.76 
MK 1 : 1.24 1 : 1.25 
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fast-normal p<0.0001 fast-normal p<0.0001
話速 (HK) F=87.804, p<0.0001 normal-slow p<0.0001 normal-slow p<0.0001
話速 F=870.076, p<0.0001 話速 (YK) F=601.022, p<0.0001 fast-slow p<0.0001 fast-slow p<0.0001
テキスト F=12.358, p<0.0001 話速 (MA) F=133.626, p<0.0001 YK-MA p<0.0001 HK-MA p<0.0001 HK-YK p<0.0001
被験者 F=31.915, p<0.0001 話速 (MK) F=188.514, p<0.0001 YK-HK p<0.0001 YK-HK p=0.0009 HK-MA p<0.0001
MK-MA p<0.0001 MK-MA p<0.0001 MK-YK p<0.0001
話速*テキスト F=1.607, p=0.1526 被験者 (fast) F=61.688, p<0.0001 fast-normal p<0.0001 fast-normal p<0.0001 YK-MK p<0.0001 HK-MK p=0.8687 HK-MK p=0.0020
話速*被験者 F=46.963, p<0.0001 被験者 (normal) F=21.818, p<0.0001 normal-slow p<0.0001 normal-slow p<0.0001 MK-HK p=0.0092 MK-YK p=0.0014 MK-MA p=0.0562
テキスト*被験者 F=2.247, p=0.0189 被験者 (slow) F=42.336, p<0001 fast-slow p<0.0001 fast-slow p<0.0001 HK-MA p=0.0112 YK-MA p=0.0027 MA-YK p<0.0001
d-f p<0.0001 a-f p<0.0001 YK-MA p<0.0001 MK-MA p=0.0071 HK-MA p=0.0004
d-b p<0.0001 a-e p=0.0009 YK-MK p=0.0173 MK-YK p=0.3355 HK-YK p=0.0805
c-f p=0.0069 b-f p=0.0033 HK-MA p=0.0017 HK-MA p=0.0077 MK-MA p=0.0004
d-e p=0.0001 a-d p=0.0558 YK-HK p=0.2329 HK-MK p=0.9733 HK-MK p=0.9768
テキスト (HK) F=9.528, p<0.0001 c-b p=0.0887 b-e p=0.0671 HK-MK p=0.2030 HK-YK p=0.3521 MK-YK p=0.0853
テキスト (YK) F=5.880, p=0.0007 a-f p=0.0144 c-f p=0.0043 MK-MA p<0.0409 YK-MA p=0.0656 YK-MA p=0.0345
テキスト (MA) F=2.499, p=0.0525 c-e p=0.3625 b-d p=0.8138
テキスト (MK) F=1.731, p=0.1580 d-a p=0.0006 a-c p=0.0723
a-b p=0.1547 c-e p=0.0839
被験者 (テキストa) F=7.931, p=0.0005 e-f p=0.0577 d-f p=0.0059 MK-MA p=0.0016 HK-MA p<0.0001 MK-MA p=0.0002
被験者 (テキストb) F=5.210, p=0.0051 c-a p=0.7666 b-c p=0.9120 MK-HK p=0.3095 HK-YK p<0.0001 MK-YK p=0.0078
被験者 (テキストc) F=3.668, p=0.0231 a-e p=0.5367 c-d p=0.9004 YK-MA p=0.0021 MK-MA p=0.0015 HK-MA p=0.0206
被験者 (テキストd) F=13.752, p<0.0001 d-c p=0.0014 a-b p=0.0900 MK-YK p=0.9145 HK-MK p=0.0163 MK-HK p=0.0959
被験者 (テキストe) F=7.249, p=0.0008 e-b p=0.4105 d-e p=0.1069 YK-HK p=0.3621 MK-YK p=0.0506 HK-YK p=0.2658
被験者 (テキストf) F=6.238, p=0.0020 b-f p=0.2636 e-f p=0.2038 HK-MA p=0.0209 YK-MA p=0.1539 YK-MA p=0.1996
(k) テキスト (HK) の多重比較 (ライアンの
方法)
(j) テキスト：被験者における単純主効果の検定。






(n) 被験者 (テキストb) の多重比
較 (ライアンの方法）
(p) 被験者 (テキストd) の多重
比較 (ライアンの方法）
(r) 被験者 (テキストf) の多重
比較 (ライアンの方法）
(g) 被験者 (fast) の多重比較
(ライアンの方法)
(h) 被験者 (normal) の多重比
較 (ライアンの方法)




(d) 話速 (YK) の多重比較 (ライアン
の方法)
(e)  話速 (MA) の多重比較（ライ
アンの方法）
(f) 話速 (MK) の多重比較 (ライア
ンの方法)





















fast-normal p<0.0001 fast-normal p<0.0001
話速 (HK) F=99.789, p<0.0001 normal-slow p<0.0001 normal-slow p<0.0001
話速 F=1004.584, p<0.0001 話速 (YK) F=815.092, p<0.0001 fast-slow p<0.0001 fast-slow p<0.0001
テキスト F=5.013, p=0.0019 話速 (MA) F=137.339, p<0.0001 YK-MK p<0.0001 HK-MK p<0.0001 HK-YK p<0.0001
被験者 F=166.717, p<0.0001 話速 (MK) F=176.760, p<0.0001 YK-MA p<0.0001 HK-MA p<0.0001 HK-MK p<0.0001
HK-MK p<0.0001 YK-MK p=0.0005 MA-YK p<0.0001
話速*テキスト F=2.318, p=0.0367 被験者 (fast) F=74.522, p<0.0001 fast-normal p<0.0001 fast-normal p<0.0001 YK-HK p=0.0060 HK-YK p<0.0001 HK-MA p<0.0001
話速*被験者 F=74.909, p<0.0001 被験者 (normal) F=55.395, p<0.0001 normal-slow p<0.0001 normal-slow p<0.0001 HK-MA p<0.0001 YK-MA p=0.0071 MA-MK p=0.0001
テキスト*被験者 F=1.293, p=0.2660 被験者 (slow) F=186.618, p<0.0001 fast-slow p<0.0001 fast-slow p<0.0001 MA-MK p=0.0548 MA-MK p=0.3288 MK-YK p<0.0001
fast-slow p<0.0001 fast-slow p<0.0001 d-f p=0.0022 f-b p=0.0004
fast-normal p<0.0001 fast-normal p<0.0001 d-e p=0.0034 f-a p=0.0306
normal-slow p<0.0001 normal-slow p<0.0001 c-f p=0.1564 d-b p=0.0009
d-b p=0.0071 f-e p=0.0965
話速 (a) F=150.640, p<0.0001 c-e p=0.2083 d-a p=0.0557
話速 (b) F=162.324, p<0.0001 a-f p=0.6226 c-b p=0.0327
話速 (c) F=169.412, p<0.0001 fast-slow p<0.0001 fast-slow p<0.0001 c-b p=0.3269 d-e p=0.1612
話速 (d) F=206.767, p<0.0001 fast-normal p<0.0001 fast-normal p<0.0001 d-a p=0.0079 f-c p=0.0967
話速 (e) F=192.474, p<0.0001 normal-slow p<0.0001 normal-slow p<0.0001 a-e p=0.7441 c-a p=0.5831
話速 (f) F=134.557, p<0.0001 b-f p=0.6509 e-b p=0.0318
c-a p=0.3465 d-c p=0.1615
テキスト (fast) F=3.175, p=0.0204 a-b p=0.9682 c-e p=0.9991
テキスト (normal) F=4.147, p=0.0055 fast-slow p<0.0001 fast-slow p<0.0001 d-c p=0.0685 f-d p=0.7818
テキスト (slow) F=2.327, p=0.0671 fast-normal p<0.0001 fast-normal p<0.0001 b-e p=0.7743 e-a p=0.5839
normal-slow p<0.0001 normal-slow p<0.0001 e-f p=0.8679 a-b p=0.0997
(l) 話速 (b) の多重比較 (ライアンの方法)
(m) 話速 (c) の多重比較 (ライアンの方法)
(o) 話速 (e) の多重比較 (ライアン
の方法)
(p) 話速 (f) の多重比較 (ライアンの
方法)
(k) 話速 (a) の多重比較 (ライアンの方法)
(j) 話速*テキストにおける単純主効果の検定。
(n) 話速 (d) の多重比較 (ライアン
の方法)
(q) テキスト (fast) の多重比較
(ライアンの方法)
(r) テキスト (normal) の多重比
較 (ライアンの方法)
(g) 被験者 (fast) の多重比較
(ライアンの方法)
(h) 被験者 (normal) の多重比
較 (ライアンの方法)
(i) 被験者 (slow) の多重比較
(ライアンの方法)
(d) 話速 (YK) の多重比較 (ライアン
の方法)
(e)  話速 (MA) の多重比較（ライ
アンの方法）
(f) 話速 (MK) の多重比較 (ライア
ンの方法)


























































し、話者によってその変化の度合いは異なる。YK と MA は変化の度合いが比較的大きく、
HK と MK は比較的小さい (図 2-5)。 
被験者別・テキストごとに分類したグラフからは、被験者によってテキストごとの発話
速度の特徴が異なることがうかがえる。MK と MA では、テキスト間に有意な差はなかっ
た。HK ではテキスト d (小説) の発話速度が速く、テキスト f (演劇脚本) が比較的遅くな




と MK は全体的にやや速く、MA は全体的にやや遅いという特徴を持っていると言える。
普通に読んだ場合だけではなく、速く読んだ場合も遅く読んだ場合も話者によって発話速
度が異なることがわかる。また、その変化の度合いも話者によって異なることが観察され
た (図 2-7)。 




































































































話速別・被験者ごとに分類した発音速度のグラフ (図 2-12) からは、発音速度は被験者



















分割している。被験者・テキストごとに分類して、以下の図 2-13～図 2-18 に示す。 
 
  
                                                        
32
 YK は他の三被験者より有意に速く、HK は MA や MK より有意に速い。MA と MK 間は有意傾向とな
っている。 
33
 HK はほかの三被験者よりも有意に速く、YK は MA や MK より有意に速い。MA と MK 間の有意差は
なかった。 
34

























































































































































































時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算
ヒトクチニ - - - - - - - - - - - -
サンゴ 読点 - - - - 0.255043157 2.285308788 - - - - - -
ト - - - - - - - - - - - -
イッテモ - - 0.175860612 1.755176634 0.533312417 4.778734581 - - 0.303680539 2.68549319 - -
サマザマナ - - - - - - - - - - - -
シュルイガ - - - - - - - - - - - -
アリマス 句点 1.024278055 11.6914274 1.291401711 12.88883325 1.914868577 17.15813919 0.127354502 1.568105978 1.092717618 9.663068088 1.646955161 9.380745903
アサセノ - - - - - - - - - - - -
サンゴワ - - - - - - - - - - - -
モロクテ - - - - - - - - - - - -
オレヤスク 読点 0.361042645 4.12105273 0.612332587 6.111384661 0.770263676 6.9019313 - - 0.558348209 4.93755813 0.793890117 4.521848341
ホーセキニ - - - - - - - - - - - -
ナルヨーナ - - - - - - - - - - - -
カタクテ - - - - - - - - - - - -
ウツクシー - - - - - - - - - - - -
サンゴワ 読点 0.475958647 5.432739619 0.585781069 5.846387266 0.890662612 7.980763414 - - 0.413506189 3.656698124 0.673958323 3.838739463
フカイ - - - - - - - - - - - -
ウミニ - - - - - - - - - - - -
ワズカシカ - - - - - - - - - - - -
セーソクシナイ 読点 0.104988493 1.198371218 0.385925939 3.851733377 0.489318219 4.384525508 - - - - 0.566863575 3.228747987





















HK_fast YK_fast YK_normal YK_slowHK_slowHK_normal
時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 fast計 normal計 slow計 合計
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
0.218011392 2.147480991 0.279748114 2.431820336 0.45642548 3.312176189 - - 0.415068917 3.289300192 - - 1 2 2 5
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - 0.459227534 3.332510064 - - 0.16177006 1.281980575 - - 0 3 2 5
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
0.776585074 7.649607977 1.163647807 10.11546553 1.461534691 10.60602578 0.16260269 1.605999482 0.621320685 4.923785339 0.50158316 3.356494567 4 4 4 12
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
0.460762943 4.538660353 0.869074827 7.554774224 0.912419875 6.621224099 - - 0.335258398 2.656825089 0.416933948 2.79003891 2 4 4 10
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
0.429958728 4.23522912 0.574020626 4.989899716 0.90575668 6.572870806 - - 0.347756165 2.755866252 0.655783021 4.388369317 2 4 4 10
- - - - - - - - 0.224507228 1.779154343 - - 0 1 0 1
- - - - - - - - 0.164018234 1.299796696 0.253462249 1.696118867 0 1 1 2
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
0.339958274 3.348696252 0.583956519 5.076271363 0.754894856 5.478100761 0.259393495 2.561986018 0.362933964 2.876145881 0.310758313 2.079532711 3 3 4 10





















表 2-6 テキスト B（エッセイ）のポーズの状況 
 
  
時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算
コドモノ - - - - - - - - - - - -
コロ 読点 0.13968526 1.580245983 0.396036137 3.630636468 0.620276341 5.687521415 - - 0.349328561 3.009303736 0.392347827 2.084878514
シュージノ - - - - - - - - - - - -
ジカンニ - - - - - - - - - - - -
ヨク - - - - - - - - - - - -
ヤッテ - - - - - - - - - - - -
シマッタ - - - - - - - - - - - -
シッパイ 句点 1.048570538 11.86237822 1.397814952 12.81438098 1.757023216 16.11073406 0.475601316 5.614890421 1.193969123 10.28549092 1.518072297 8.066812404
イチジ - - - - - - - - - - - -
イチジオ - - - - - - - - - - - -
カクノニ - - - - - - - - - - - -
ヒッシナ - - - - - - - - - - - -
アマリ - - - - 0.476181015 4.366263139 - - 0.375268785 3.232766747 0.614405602 3.264860795
ハンシニ - - - - - - - - - - - -
ハイリ - - - - - - - - - - - -
キラナクッテ 読点 0.504194623 5.703905553 0.822194483 7.537416397 0.965666722 8.854521446 0.151696103 1.790905465 0.579990476 4.996349282 0.783896682 4.165511412
サイゴワ - - - - - - - - - - - -
イヨーニ - - - - - - - - - - - -
チッチャイ - - - - - - - - - - - -
ジニ - - - - - - - - - - - -
ナッテ - - - - - - - - - - - -
シマウンデス 句点 0.939729942 10.63107497 1.20575486 11.05368212 1.628064991 14.92827293 0.305153128 3.602600156 1.390708875 11.98031275 1.671565922 8.882454897
デキアガリワ 読点 - - 0.34712404 3.182237888 0.591579348 5.424389085 - - - - - -
ナントモ - - - - - - - - - - - -
バランスノ - - - - - - - - - - - -


















YK_slowYK_normalHK_fast HK_normal HK_slow YK_fast
時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 fast計 normal計 slow計 合計
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
0.178453687 1.854093123 0.280633662 2.342841925 0.710822321 4.997724325 - - - - - - 2 3 3 8
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
0.568464763 5.906219297 1.397956941 11.67070305 2.098104492 14.75157371 - - 0.379268235 2.979608909 0.769804364 5.091247822 3 4 4 11
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - 0.24534278 2.048219548 0.474258071 3.334463522 - - - - 0.239078403 1.581190565 0 2 4 6
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
0.393076658 4.083976871 0.694913193 5.801412961 1.004389603 7.061768043 - - 0.434108115 3.410442228 0.61655846 4.077726841 3 4 4 11
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
0.553577892 5.751548102 1.193212531 9.961414914 1.860459857 13.08071682 0.131690208 1.305231135 0.440418368 3.460016869 0.776589087 5.13611988 4 4 4 12
0.284748123 2.958468089 0.415903359 3.472127398 1.054318894 7.412816152 - - - - 0.266189557 1.760495351 1 2 3 6
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0























時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算
マタ - - - - 0.186608637 1.683729706 - - - - 0.520571528 2.706374675
ワレワレワ - - - - - - - - - - 0.33213324 1.726711776
フツーニ - - - - - - - - - - - -
イシワ - - - - - - - - - - - -
ジユーデ - - - - - - - - - - - -
アル - - - - - - - - - - - -
ト - - - - - - - - - - - -
イッテ - - - - - - - - - - - -
イル 句点 0.844781722 9.822339691 1.030430443 10.54869264 1.190039097 10.73746752 0.315101296 3.915506425 1.107135544 9.623833794 1.555661787 8.087656419
シカシ - - 0.180119611 1.843915262 - - - - - - 0.477751765 2.483761037
イワユル - - - - - - - - - - - -
ジユートワ - - - - 0.323917469 2.922637844 - - - - - -
イカナル - - - - - - - - - - - -
コトオ - - - - - - - - - - - -
ユーノデ - - - - - - - - - - - -
アローカ 句点 1.365178124 15.87302723 1.418503147 14.52145927 1.61182038 14.54310958 0.400851233 4.981050846 1.407748134 12.2369245 1.543484665 8.024349358
ガンライ - - - - - - - - - - - -
ワレワレノ - - - - - - - - - - - -
ヨッキューワ - - 0.280510262 3.64239896 - - - - - - 0.448758613 2.333029909
ワレワレニ - - - - - - - - - - - -
アタエラレタ - - - - - - - - - - - -
モノデ - - - - - - - - - - - -
アッテ 読点 0.317820692 3.695324737 0.555346213 5.685174147 0.877399643 7.916588793 - - 0.532206728 4.626234899 0.806125203 4.190926156
ジユーニ - - - - - - - - - - - -
コレオ - - - - - - - - - - - -
ショーズル - - - - - - - - - - - -


















YK_slowYK_normalHK_fast HK_normal HK_slow YK_fast
時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 fast計 normal計 slow計 合計
0.122064336 1.248004277 0.41525321 3.55660966 0.601630677 4.658749154 - - - - - - 1 1 3 5
- - - - - - - - - - - - 0 0 1 1
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
0.539652787 5.517491921 0.883867658 7.570253952 1.245791778 9.646834205 - - 0.20630135 1.737437437 0.591501633 3.876675537 3 4 4 11
- - - - - - - - - - 0.171424094 1.123505931 0 1 2 3
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - 0.372704926 3.192187099 0.541179348 4.190642076 - - - - 0.201820857 1.322724971 0 1 3 4
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
0.611592879 6.253018339 1.29312314 11.07549356 1.662173606 12.87110213 0.285581259 2.854694329 0.466046335 3.924968745 0.859453568 5.632820671 4 4 4 12
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - 0.425656175 3.645710201 0.350449653 2.713719707 - - - - 0.223452131 1.464495383 0 2 3 5
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
0.468087195 4.785794461 0.73061717 6.257676101 0.683283074 5.291027481 - - - - 0.519082724 3.402045215 2 3 4 9
- - - - - - 0.102285467 1.022454153 - - - - 1 0 0 1
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0























時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算
ミョーガダニサンワ - - - - - - - - 0.361903503 3.241296129 0.544801519 2.70012935
ケーコバデ - - - - - - - - - - - -
エンギオ - - - - - - - - - - - -
ツケル - - - - - - - - - - - -
トキミタイニ 読点 0.353953195 4.332980644 0.466825011 5.165188398 0.472724097 4.469805842 - - 0.186025726 1.666091821 0.683697304 3.388520576
テーブルオ - - - - - - - - - - - -
エンリョ - - - - - - - - - - - -
ナク - - - - - - - - - - - -
バンバン - - - - - - - - - - - -
タタキナガラ - - - - - - - - - - - -
イッタ 句点 0.930447493 11.39023755 1.108798032 12.26830309 1.994048445 18.85456961 0.384219443 4.8380902 1.47691227 13.22758686 1.753122521 8.68877455
コーユー - - - - - - - - - - - -
トキワ - - - - - - - - - - - -
イクラ - - - - - - - - - - - -
リフジンデモ - - - - - - - - - - - -
ソクザニ - - - - - - - - - - - -
アヤマッタ - - - - - - - - - - - -
ホーガ - - - - - - - - - - - -
イーノデ 読点 0.346664351 4.243752967 0.447715738 4.953753713 0.752085676 7.111287475 0.236718955 2.980764454 0.660330233 5.91407878 0.730832459 3.622130453
ボクワ - - - - - - - - - - - -
コゴエデ - - - - - - - - 0.510740047 4.57431255 0.816534725 4.046885514
スミマセン - - - - - - - - 0.501909378 4.495222929 0.651749067 3.230179657


















YK_slowYK_normalHK_fast HK_normal HK_slow YK_fast
時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 fast計 normal計 slow計 合計
- - 0.439296575 3.633153178 0.637657811 4.827394138 - - - - 0.220129897 1.429636788 0 2 3 5
- - - - - - - - - - 0.178016791 1.156132615 0 0 1 1
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
0.274908672 2.97010716 0.594179452 4.914094688 0.868759891 6.57695449 - - - - 0.534016473 3.468177676 2 3 4 9
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
0.606450285 6.552075336 1.717648061 14.20561614 1.777253959 13.45471692 0.213933761 2.19377194 0.553268974 4.89896178 0.846908374 5.500258637 4 4 4 12
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - 0.30325633 2.295804747 - - - - - - 0 0 1 1
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - 0.238406741 1.971716281 - - - - - - - - 0 1 0 1
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
0.394239004 4.259349403 0.71065939 5.877428988 0.844865841 6.396064375 - - - - 0.575214356 3.735737918 3 3 4 10
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - 0.279226958 2.309315319 0.261856425 1.982386399 - - - - - - 0 2 2 4
- - 0.447209642 3.698597316 0.201527943 1.525669084 - - - - - - 0 2 2 4























時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算
イマ - - - - - - - - - - 0.408319801 1.787159198
インドッテサー 読点 - - 0.286290896 2.901542536 0.422917615 3.624629204 - - 0.259294283 2.370767387 0.569919766 2.494459853
スンッゴイ - - - - - - - - - - - -
オモシロイノヨ 句点 0.770106438 8.798993118 0.924384491 9.36858612 1.142435657 9.791282035 0.279938483 3.411449635 0.664285854 6.073667429 1.398867418 6.122648876
トシブノ - - - - - - - - - - - -
サイシンガタ - - - - - - - - - - - -
ケンチクカラ 読点 0.104320949 1.191938245 0.296548893 3.005506764 0.514486138 4.40942022 0.085024448 1.036144147 0.33478614 3.061001014 0.704941061 3.085429355
タージマハルミタイナ - - - - - - - - - - - -
コテンカラ 読点 0.261400944 2.986684693 0.306049633 3.101796252 0.610648024 5.233578798 0.190660882 2.323474754 0.32057591 2.931074699 0.814603531 3.56540679
スラムノ - - - - - - - - - - - -
モスクカラ 読点 0.101266289 1.157036662 0.162338747 1.645294301 0.471146376 4.037975374 0.164037066 1.999025576 0.500868206 4.579514813 1.108066718 4.849854501
ナニカラ - - - - - - - - - - - -
ナニマデ - - - - - - - - - - - -
イッロイロ - - - - - - - - - - - -
アッテ 読点 0.504841657 5.768161451 0.451132969 4.572207906 0.669023254 5.73388561 0.239902993 2.923560099 0.410445557 3.752766665 0.754022677 3.300252787
ケッコー - - - - - - - - - - - -
ナカマモ - - - - - - - - - - - -
リューガク - - - - - - - - - - - -
シテルンダ 句点 0.690475997 7.889160831 0.922891978 9.353459586 0.965863413 8.277963867 0.404537544 4.92986689 0.567519703 5.188919673 1.388154907 6.0757617
デ 読点 0.169840855 1.940548009 0.097651389 0.989691468 0.688420925 5.900133977 0.165337563 2.014873996 0.34507749 3.155096408 0.662757986 2.90079988
リューガクシテ 読点 - - 0.262920394 2.664683772 0.279094282 2.391986638 - - 0.305817177 2.796133344 0.610529312 2.672202209
チカラ - - - - - - - - - - - -
ツケテ 読点 0.22571991 2.579004459 0.331244138 3.357141169 0.514630496 4.410657442 - - 0.292008733 2.669880625 0.812243237 3.555076111
イー - - - - - - - - - - - -


















YK_slowYK_normalHK_fast HK_normal HK_slow YK_fast
時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 fast計 normal計 slow計 合計
- - - - - - - - - - - - 0 0 1 1
0.212999828 2.134067713 0.343167225 2.802647365 0.478886075 3.343667344 - - - - 0.220401368 1.430311592 1 3 4 8
- - - - - - - - - - 0.155040962 1.006150223 0 0 1 1
0.425544347 4.263573645 0.755317995 6.168683478 0.915804465 6.394308879 - - 0.15013822 1.271726724 0.811636646 5.267178309 3 4 4 11
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
0.227125824 2.275597563 0.454969046 3.715733046 0.636096223 4.441336422 - - - - 0.530941571 3.445586074 3 3 4 10
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
0.262794604 2.63296682 0.79700682 6.50915619 0.808533222 5.645322072 - - 0.44091526 3.734716702 0.527901552 3.425857639 3 4 4 11
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
0.279230222 2.797637016 0.622671777 5.085361568 0.592697365 4.138317916 - - - - 0.938255708 6.088882428 3 3 4 10
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
0.287891207 2.884412332 0.490117541 4.002790872 0.820696365 5.730247286 - - - - 1.033280048 6.705550176 3 3 4 10
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
0.462495756 4.633793703 0.948185837 7.743835505 1.279869353 8.93627437 0.146171488 1.394616357 0.459592504 3.89291993 0.795048934 5.159531077 4 4 4 12
0.179564899 1.799079642 0.452180084 3.692955589 0.499687454 3.48890625 - - - - - - 3 3 3 9
0.103175412 1.033725319 0.374734722 3.060459177 0.609467952 4.255413121 - - - - 0.183636484 1.191723055 1 3 4 8
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0
0.304093661 3.046746429 0.577653566 4.717697752 0.851001406 5.941842446 - - - - - - 2 3 3 8
- - - - - - - - - - - - 0 0 0 0



















表 2-10 テキスト F（演劇の脚本）のポーズ状況 
 
時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算
サイキンノ - - - - - - - - - - - -
ビデオワ 読点 0.348255708 4.047304877 0.489510477 5.49559602 0.640577505 6.184886969 - - 0.394635583 3.727887562 0.682124559 3.358744248
カテーヨーデモ - - - - - - - - - - - -
フツーノ - - - - - - - - - - - -
アカルサデ - - - - - - - - - - - -
トレル 句点 0.752889867 8.749820211 1.253079427 14.06796919 1.254838333 12.11568186 0.361327059 4.127248711 0.946140964 8.93763077 1.412755345 6.956330521
カエッテ - - - - - - - - - - - -
リアルダ 句点 0.88442723 10.278501 1.35686969 15.23319319 1.488267958 14.3694854 0.455769626 5.20601641 1.157051922 10.9299811 1.798088628 8.85369066
ライティングモ - - - - - - - - - - - -
ソトヅケ - - - - - - - - - - - -
マイクモ - - - - - - - - - - - -
ツカワナイ 句点 0.832853707 9.679131725 1.228092891 13.7874524 1.767490189 17.06542449 0.433434753 4.950896925 1.092193969 10.3173066 1.799484763 8.860565153
ハジメテ - - - - - - - - - - - -
ハチミリオ - - - - - - - - - - - -
テニ - - - - - - - - - - - -
シタ - - - - - - - - - - - -
ショシンニ - - - - - - - - - - - -
カエル 句点 0.879339357 10.21937153 1.307216813 14.67575435 1.788486625 17.26814873 0.451296298 5.154919942 1.091010616 10.30612818 1.918156245 9.44489708
ミライノ - - - - - - - - - - - -
ヒトタチワ - - 0.203736427 2.287291387 - - - - - - 0.357410581 1.759870274
ナンテ - - - - - - - - - - - -
ヒドイ - - - - - - - - - - - -
エダ - - - - - - - - - - - -


















YK_slowYK_normalHK_fast HK_normal HK_slow YK_fast
時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 時間長 モーラ換算 fast計 normal計 slow計 合計
- - - - - - - - - - - - - - - 0
0.221377731 2.255053152 0.571704847 4.927317353 0.680305775 5.219502984 - - - - - - 2 3 3 8
- - - - - - - - - - - - - - - 0
- - - - - - - - - - - - - - - 0
- - - - - - - - - - - - - - - 0
0.51374723 5.233260395 0.972488868 8.381529907 1.285251521 9.860822 0.310885757 3.046041826 0.290611918 2.351995566 0.761668187 4.170476138 4 4 4 12
- - - - - - - - - - - - - - - 0
0.595904313 6.070149403 1.190586036 10.26123053 1.529780486 11.73691906 - - 0.243561817 1.971207227 0.661133154 3.620001582 3 4 4 11
- - 0.301044639 2.594594888 0.446525928 3.425876274 - - - - - - - 1 1 2
- - - - - - - - - - - - - - - 0
- - - - - - - - - - - - - - - 0
0.6595294 6.71826316 1.04181136 8.978995399 1.329034442 10.19673725 - - 0.299754631 2.42598985 0.937334829 5.132330069 3 4 4 11
- - - - - - - - - - - - - - - 0
- - - - - - - - - - - - - - - 0
- - - - - - - - - - - - - - - 0
- - - - - - - - - - - - - - - 0
- - - - - - - - - - - - - - - 0
0.857953804 8.7395034 1.41489702 12.1944858 1.818122224 13.9491604 0.134610365 1.318905076 0.509926065 4.126960291 0.915640784 5.013545407 4 4 4 12
- - - - - - - - - - - - - - - 0
- - 0.382600503 3.297495389 0.407151192 3.123781896 - - - - 0.274433494 1.869785992 - 2 3 5
- - - - - - - - - - - - - - - 0
- - - - - - - - - - - - - - - 0
- - - - - - - - - - - - - - - 0



































以下の図 2-21 に、位置・被験者・話速ごとに分類したポーズの出現割合を示す。 
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行なった結果である。全ての組み合わせについて、p 値を記した。また p 値が 0.05 以下の
ものについては有意差が認め、下線を付してある。 
この結果の一部を、被験者別・話速別に整理する。句点位置は MK の fast 以外では 100％
の確率でポーズが挿入されている。多くの場合、句点にはほとんどの場合にポーズが置か
れるが、話速を速くした際に句点からポーズを省いてしまう被験者もいると考えられる。 
読点位置とその他の位置のポーズについては表 2-12～表 2-15 に整理した。p 値が有意を
示す (0.5 未満) の場合は「○」、有意傾向 (0.5 以上 1.0 未満) の場合は「△」、それ以外の場
合 (1.0 以上) の場合には「×」と記す。まずは読点位置について表 2-12、表 2-13 に示す。 
MKfast-the others  p=0.025 Hkfast-Hknormal p=0.0455 Yknormal-Ykslow p=0.0588
Hkfast-Hkslow p=0.0455 Yknormal-Mkfast p=0.1025
Hkfast-Ykfast NA Yknormal-Mknormal p=0.4142
Hkfast-Hknormal p=0.0833 Hkfast-Yknormal p=0.0254 Yknormal-Mkslow p=0.2059
Hkfast-Hkslow,Maall p=0.0455 Hkfast-Ykslow p=0.0016 Yknormal-Mafast p=0.0254
Hkfast-Ykfast p=0.0005 Hkfast-Mafast NA Yknormal-Manormal p=0.0588
Hkfast-Yknormal p=0.5637 Hkfast-Manormal p=0.0016 Yknormal-Maslow p=0.0143
Hkfast-Ykslow p=0.1573 Hkfast-Maslow p=0.0009 Ykslow-Mkfast p=0.0067
Hkfast-Mkfast p=0.0002 Hkfast-Mkfast p=0.3173 Ykslow-Mknormal p=0.0522
Hkfast-Mknormal p=0.0067 Hkfast-Mknormal p=0.0833 Ykslow-Mkslow p=0.7389
Hkfast-Mkslow p=0.7055 Hkfast-Mkslow p=0.0027 Ykslow-Mafast p=0.0016
Hknormal-Hkslow,Maall p=0.3173 Hknormal-Hkslow p=1 Ykslow-Manormal p=1
Hknormal-Ykfast p=0.0009 Hknormal-Ykfast p=0.0455 Ykslow-Maslow p=0.7055
Hknormal-Yknormal p=0.1573 Hknormal-Yknormal p=0.7055 Mkfast-Mknormal p=0.3173
Hknormal-Ykslow p=0.3173 Hknormal-Ykslow p=0.0339 Mkfast-Mkslow p=0.0114
Hknormal-Mkfast p<0.0001 Hknormal-Mafast p=0.0455 Mkfast-Mafast p=0.3173
Hknormal-Mkslow p=0.0455 Hknormal-Manormal p=0.0578 Mkfast-Manormal p=0.0067
Hkslow,Maall-Ykfast p=0.0005 Hknormal-Maslow p=0.0196 Mkfast-Maslow p=0.0039
Hkslow,Maall-Yknormal p=0.0833 Hknormal-Mkfast p=0.1797 Mknormal-Mkslow p=0.0578
Hkslow,Maall-Ykslow p=0.1573 Hknormal-Mknormal p=0.6547 Mknormal-Mafast p=0.0833
Hkslow,Maall-Mkfast p<0.0001 Hknormal-Mkslow p=0.0588 Mknormal-Manormal p=0.0522
Hkslow,Maall-Mknormal p=0.0003 Hkslow-Ykfast p=0.0455 Mknormal-Maslow p=0.0209
Hkslow,Maall-Mkslow p=0.0254 Hkslow-Yknormal p=0.6547 Mkslow-Mafast p=0.0027
Ykfast-Yknormal p=0.0027 Hkslow-Ykslow p=0.0578 Mkslow-Manormal p=0.7389
Ykfast-Ykslow p=0.0016 Hkslow-Mkfast p=0.1797 Mkslow-Maslow p=0.5271
Ykfast-Mkfast p=0.0339 Hkslow-Mknormal p=0.6547 Mafast-Manormal p=0.0016
Ykfast-Mknormal p=0.7389 Hkslow-Mkslow p=0.0956 Mafast-Maslow p=0.0009
Ykfast-Mkslow p=0.0196 Hkslow-MAfast p=0.0455 Manormal-Maslow p=0.5637
Yknormal-Ykslow p=0.3173 Hkslow-Manormal p=0.0339
Yknormal-Mkfast p=0.0003 Hkslow-Maslow p=0.0082
Yknormal-Mknormal p=0.0075 Ykfast-Yknormal p=0.0254
Yknormal-Mkslow p=0.4142 Ykfast-Ykslow p=0.0016
Ykslow-Mkfast p<0.0001 Ykfast-Mkfast p=0.3173
Ykslow-Mknormal p=0.0023 Ykfast-Mknormal p=0.0833
Ykslow-Mkslow p=0.1797 Ykfast-Mkslow p=0.0027
Mkfast-Mknormal p=0.0254 Ykfast-Mafast NA
Mkfast-Mkslow p=0.0003 Ykfast-Manormal p=0.0016
Mknormal-Mkslow p=0.0114 Ykfast-Maslow p=0.0009







表 2-12 読点位置のポーズ有無の割合についての有意差 (被験者ごと・話速比較) 
被験者           
HK fast ⇔ normal ⇔ slow 
△ × 
YK fast ⇔ normal ⇔ slow 
○ × 
MK fast ⇔ normal ⇔ slow 
○ ○ 
MA fast ⇔ normal ⇔ slow 
- - 
 
表 2-13 読点位置のポーズ有無の割合についての有意差 (話速ごと、被験者比較) 
fast    normal    slow   
HK ⇔ YK  HK ⇔ YK  HK ⇔ YK 
○ × × 
HK ⇔ MK  HK ⇔ MK  HK ⇔ MK 
○ ○ ○ 
HK ⇔ MA  HK ⇔ MA  HK ⇔ MA 
○ × × 
YK ⇔ MK  YK ⇔ MK  YK ⇔ MK 
○ ○ × 
YK ⇔ MA  YK ⇔ MA  YK ⇔ MA 
○ △ × 
MK ⇔ MA  MK ⇔ MA  MK ⇔ MA 
○ ○ ○ 
 
 
被験者ごとに見ると、被験者 HK の fast-normal 間では有意傾向だったが normal-slow 間で
は有意差はなかった。被験者 YK では fast-normal 間では有意だったが normal-slow 間では有
意差はなかった。被験者 MK では fast-normal 間でも normal-slow 間でも有意であった。被験
者MAでは fast-normal間でもnormal-slow間でも有意差はなかった。被験者MKに関しては、
全体的に読点位置にポーズが置かれる割合が大きかったために、差が出やすくなったと考
えられる。被験者 MA に関しては、3 つの話速ともに全ての読点位置にポーズが挿入されて




話速ごとに見ると、fast では全ての被験者間で有意な差が見られた。normal では HK-MK
間、YK-MK 間、MK-MA 間では有意で、YK-MA 間では有意傾向であった。そのほかの組
み合わせでは有意差は見られなかった。normal においては、MK の割合がほかの３者とは大




れるため、あまり差が出なくなる。この 4 名の被験者では、MK が比較的ポーズを置く箇所
が少なく、ほかの被験者との有意な差が出やすい傾向にあった。 
 
表 2-14 その他の境界位置のポーズ有無の割合についての有意差 (被験者ごと) 
被験者      
HK fast ⇔ normal ⇔ slow 
○ × 
YK fast ⇔ normal ⇔ slow 
○ △ 
MK fast ⇔ normal ⇔ slow 
× △ 




表 2-15 その他の境界位置のポーズ有無の割合についての有意差 (話速ごと) 
fast  normal  slow 
HK ⇔ YK  HK ⇔ YK  HK ⇔ YK 
×  ×  △ 
HK ⇔ MK  HK ⇔ MK  HK ⇔ MK 
×  ×  △ 
HK ⇔ MA  HK ⇔ MA  HK ⇔ MA 
×  △  ○ 
YK ⇔ MK  YK ⇔ MK  YK ⇔ MK 
×  ×  × 
YK ⇔ MA  YK ⇔ MA  YK ⇔ MA 
×  △  × 
MK ⇔ MA  MK ⇔ MA  MK ⇔ MA 






2-16)。topic marker の「は」の直後、節の末尾などで読点が置かれやすいことがわかる。 
 
表 2-16 テキストの読点が挿入されている位置 
テキスト 文節 fast normal slow 分類 備考 
a サンゴ 1 2 2 引用の助詞 
「と」の直前 
 
オレヤスク 2 4 4 並列節の末尾  
サンゴワ 2 4 4 topic marker  
セーソクシナ
イ 
3 3 4 連体修飾節の 
末尾 
 
b コロ 2 3 2 名詞の 
副詞的用法 
 
キラナクッテ 3 4 4 並列節の末尾  
デキアガリワ 1 2 3 topic marker  
c アッテ 2 3 4 並列節の末尾  
d トキミタイニ 2 3 4 副詞節の末尾  
イーノデ 3 3 4 副詞節の末尾  
e インドッテサ
ー 





ケンチクカラ 3 3 4 名詞＋格助詞 「～から」の
連続 コテンカラ 3 4 4 名詞＋格助詞 
モスクカラ 3 3 4 名詞＋格助詞 






1 3 4 並列節の末尾  
ツケテ 2 3 3 並列節の末尾  








表 2-17 句読点のない位置のポーズ 
テキスト 文節 fast normal slow 分類 備考 
a イッテモ 0 3 2 副詞節の末尾  
フカイ 0 1 0 形容詞の連体接
続 
 
ウミニ 0 1 1 名詞＋格助詞  
b アマリ 0 2 4 名詞の副詞的用
法 
 
c マタ 1 1 3 接続詞  
ワレワレワ 0 0 1 topic marker  
シカシ 0 1 2 接続詞  
ジユートワ 0 1 3 topic marker 定義をあらわ
す「とは」 
ヨッキューワ 0 2 3 topic marker  
ジユーニ 1 0 0 形容詞の連用形  
d ミョーガダニ
サンワ 




















































































































































































元配置分散分析 (有意水準 5％) を行なった。交互作用の出た要因は単純主効果の検定を行
ない、下位検定の多重比較として Tukey の HSD を行なった。なお有意差が検出された項目






長が短く、差が検出されにくいことが理由だろう (図 2-39 図 2-26)。被験者別に見ても、
多くの被験者が slow>normal>fast の傾向を見せている。特に YK と MA は話速が遅くなれば
遅くなるほど、ポーズの時間長が有意に長くなっている。MK は fast-normal 間のみ有意差が
検出されていないが、これは MK の fast のポーズの数がそもそも著しく少ないためである
と考えられ、概ね slow>normal>fast の順序がつけられるだろう。ただし HK はこれとは異な

















normal-fast p=0.6801 normal-fast p=0.5914 その他-句点 p<0.0001 テキスト(句点) F=1.326, p=0.257
slow-fast p=0.0139 テキスト(HK) F=3.814, p=0.0035 b-a p=0.9985 slow-fast p=0.0289 読点-句点 p<0.0001 テキスト(読点) F=1.483, p=0.198
slow-normal p=0.0843 テキスト(YK) F=1.893, p=0.104 c-a p=0.9497 slow-normal p=0.1280 読点-その他 p=0.3140 テキスト(その他) F=1.082, p=0.381
テキスト(MA) F=1.679, p=0.146 d-a p=1.0000
normal-fast p=0.0067 テキスト(MK) p=0.764, p=0.579 e-a p=0.7765 normal-fast p=0.2296 その他-句点 p<0.0001 位置(a) F=14.16, p<0.0001
被験者 F=53.867, p<0.0001 slow-fast p<0.0001 f-a p=0.6454 slow-fast p=0.0070 読点-句点 p<0.0001 位置(b) F=13.26, p=0.0002
話速 F=228.067, p<0.0001 slow-normal p=0.0096 被験者(a) F=2.805, p=0.0489 c-b p=0.9960 slow-normal p=0.2389 読点-その他 p=0.9923 位置(c) F=18.83, p<0.0001
テキスト F=46.021 ,p<0.0001 被験者(b) F=1.383, p=0.259 d-b p=1.0000 位置(d) F=15.18, p<0.0001
位置 F=580.843, p<0.0001 normal-fast p=0.0062 被験者(c) F=2.315, p=0.0879 e-b p=0.4520 normal-fast p=0.0236 その他-句点 p<0.0001 位置(e) F=12.29, p=0.0002
被験者*話速 F=11.001, p<0.0001 slow-fast p<0.0001 被験者(d) F=0.701, p=0.557 f-b p=0.8682 slow-fast p<0.0001 読点-句点 p<0.0001 位置(f) F=10.08, p=0.0002
被験者*テキスト F=3.863, p<0.0001 slow-normal p=0.0442 被験者(e) F=0.278, p=0.841 d-c p=0.9878 slow-normal p<0.0001 読点-その他 p=0.1454
話速*テキスト F=4.129, p<0.0001 被験者(f) F=3.225, p=0.0291 e-c p=0.2066 その他-句点 p<0.0001
被験者*位置 F=19.735, p<0.0001 normal-fast p=0.1559 f-c p=0.9937 normal-fast p=0.1785 その他-句点 p=0.0005 読点-句点 p=0.0001
話速*位置 F=22.171, p<0.0001 slow-fast p=0.0004 b-a p=0.8203 e-d p=0.7291 slow-fast p=0.0005 読点-句点 p=0.9518 読点-その他 p=0.1729
テキスト*位置 F=4.225, p<0.0001 slow-normal p=0.0177 c-a p=0.9748 f-d p=0.8318 slow-normal p=0.0472 読点-その他 p=0.0025
被験者*話速*テキスト F=1.129, p=0.304 d-a p=0.9928 f-e p=0.0183 その他-句点 p=0.0023
被験者*話速*位置 F=0.904, p=0.531 MA-HK p=0.0449 e-a p=0.7629 被験者(句点) F=18.4, p<0.0001 話速(句点) F=50.74, p<0.0001 読点-句点 p<0.0001
被験者*テキスト*位置 F=0.688, p=0.871 MK-HK p=0.0006 f-a p=0.1856 被験者(読点) F=1.244, p=0.296 話速(読点) F=66.76, p<0.0001 読点-その他 p=0.8116
話速*テキスト*位置 F=0.979, p=0.476 YK-HK p=0.0016 c-b p=0.9979 b-a p=0.5731 被験者(その他) F=13.97, p<0.0001 話速(その他) F=4.44, p=0.0163
被験者*話速*テキスト*位置 F=1.186, p=0.270 MK-MA p=0.1065 d-b p=0.9932 c-a p=0.6557 その他-句点 p<0.0001
YK-MA p=0.4343 e-b p=0.0766 d-a p=0.9480 位置(HK) F=99.07, p<0.0001 位置(fast) F=19.68, p<0.0001 読点-句点 p=0.0236
話速 (HK) F=4.556, p=0.013 YK-MK p=0.7142 f-b p=0.8808 e-a p=0.9802 位置(YK) F=20.61, p<0.0001 位置(normal) F=62.78, p<0.0001 読点-その他 p=0.1134
話速 (YK) F=16.93, p<0.0001 d-c p=1.0000 f-a p=0.1179 位置(MA) F=48.51, p<0.0001 位置(slow) F=132.4, p<0.0001
話速 (MA) F=14.69, p<0.0001 MA-HK p=0.9972 e-c p=0.2847 c-b p=1.0000 位置(MK) F=8.649, p=0.0005 その他-句点 p<0.0001
話速 (MK) F=9.838, p=0.0002 MK-HK p=0.0174 f-c p=0.6653 d-b p=0.9841 (w)被験者(句点)における多重比較(TukeyのHSD） normal-fast p<0.0001 読点-句点 p=0.0002
YK-HK p=0.9998 e-d p=0.5069 e-b p=0.1428 MA-HK p=0.5990 slow-fast p<0.0001 読点-その他 p=0.5694
被験者 (fast) F=7.81, p=0.0001 MK-MA p=0.0076 f-d p=0.6960 f-b p=0.9645 MK-HK p<0.0001 slow-normal p<0.0001
被験者 (normal) F=4.181, p=0.0074 YK-MA p=0.9922 f-e p=0.0014 d-c p=0.9907 YK-HK p=0.2265 その他-句点 p=0.0540
被験者 (slow) F=6.313, p=0.0005 YK-MK p=0.0223 e-c p=0.2117 MK-MA p<0.0001 normal-fast p<0.0001 読点-句点 p<0.0001
MA-HK p=0.9999 f-c p=0.9622 YK-MA p=0.9084 slow-fast p<0.0001 読点-その他 p=0.6960
MA-HK p=0.9985 MK-HK p=0.1044 e-d p=0.5871 YK-MK p<0.0001 slow-normal p<0.0001
MK-HK p=0.0046 YK-HK p=0.9978 f-d p=0.6711 (x)被験者(その他)における多重比較(TukeyのHSD） その他-句点 p=0.0012
YK-HK p=0.9803 MK-MA p=0.0854 f-e p=0.0082 MA-HK p=0.3299 normal-fast p=0.1508 読点-句点 p=0.0116
MK-MA p=0.0048 YK-MA p=0.9991 MK-HK p=0.2826 slow-fast p=0.0313 読点-その他 p=0.7461
YK-MA p=0.9411 YK-MK p=0.1365 YK-HK p=0.0044 slow-normal p=0.1730
YK-MK p=0.0009 b-a p=0.6951 MK-MA p=0.0004
MA-HK p=0.6898 c-a p=1.0000 YK-MA p=0.0655 その他-句点 p=0.0183
MK-HK p=0.0231 d-a p=1.0000 YK-MK p<0.0001 読点-句点 p<0.0001
YK-HK p=0.9728 e-a p=0.9996 読点-その他 p=0.5877
MK-MA p=0.1774 f-a p=0.0726
YK-MA p=0.9208 c-b p=0.5990 その他-句点 p<0.0001
YK-MK p=0.0673 d-b p=0.7003 読点-句点 p<0.0001
e-b p=0.3556 読点-その他 p=0.1360
f-b p=0.7884
テキスト(fast) F=2.2524, p=0.0356 d-c p=1.0000 その他-句点 p<0.0001
テキスト(normal) F=3.237, p=0.0088 e-c p=0.9999 読点-句点 p<0.0001
テキスト(slow) F=3.269, p=0.0079 f-c p=0.0433 読点-その他 p<0.0001
e-d p=0.9995
話速(a) F=3.918, p=0.026 f-d p=0.0742

































































































































































































































































































































る。被験者 MK や MA では、統計的有意差は fast-slow 間にしかあらわれていないものの、
ポーズをモーラ長換算してもおおよそ slow>normal>fast の序列を保っている。しかし、被験
者 HK ではモーラ換算すると話速間の差異はほとんどなくなる。つまり、被験者 HK のポー
ズは発話部分の伸縮にほぼ対応していると考えられる。被験者 YK に関しては、normal の
値がもっとも大きくなっている。これは、被験者 YK の発話部分の伸縮が特に大きいためで
あると考えられる。表 2-1、表 2-2 を見ると、被験者 YK の全体や発話部分の変化率はほか
の被験者よりも大きい傾向がある。ただし、発音速度の fast : normal の伸縮率はほかと比べ
て大きくはない。すなわち、速く話す場合にはポーズの短縮を大いに利用していると言え
る。しかし、遅く話す場合はこれとは異なり、発話部分の伸長に頼っている。結果的に fast
は normal よりも有意差に短く、slow は normal よりやや少ない値になっている (図 2-41)。






表 2-19 ポーズの長さ (モーラ換算) に関する統計結果 
 
テキスト(HK) F=5.249, p=0.0003 MA-HK p=0.8222 normal-fast p=0.1456 話速(句点) F=9.586, p=0.0001 テキスト(句点) F=1.793, p=0.119
テキスト(YK) F=3.576, p=0.0055 MK-HK p=0.0052 b-a p=0.9937 slow-fast p=0.0140 話速(読点) F=14.24, p<0.0001 テキスト(読点) F=3.987, p=0.0019
テキスト(MA) F=2.453, p=0.0379 YK-HK p=0.5844 c-a p=0.8999 slow-normal p=0.6052 話速(その他) F=2.348, p=0.105 テキスト(その他) F=1.08, p=0.382
テキスト(MK) F=0.554, p=0.735 MK-MA p=0.0456 d-a p=0.9955
YK-MA p=0.9486 e-a p=0.8863 被験者(句点) F=65.44, p<0.0001 位置(fast) F=19.07, p<0.0001 位置(a) F=15.72, p<0.0001
被験者 F=138.862, p<0.0001 被験者(a) F=4.469, p=0.0073 YK-MK p=0.3031 f-a p=0.5836 被験者(読点) F=5.725, p=0.0009 位置(normal) F=58.26, p<0.0001 位置(b) F=16.34, p<0.0001
話速 F=47.339, p<0.0001 被験者(b) F=3.659, p=0.0184 c-b p=0.9948 被験者(その他) F=10.97, p<0.0001 位置(slow) F=81.57, p<0.0001 位置(c) F=22.45, p<0.0001
テキスト F=58.581, p<0.0001 被験者(c) F=4.184, p=0.0105 MA-HK p=0.4444 d-b p=1.0000 位置(d) F=22.04, p<0.0001
位置 F=578.178, p<0.0001 被験者(d) F=2.732, p=0.0554 MK-HK p=0.0113 e-b p=0.4946 位置(HK) F=147.4, p<0.0001 normal-fast p=0.0037 位置(e) F=25.51, p<0.0001
被験者*話速 F=8.770, p<0.0001 被験者(e) F=1.989, p=0.121 YK-HK p=0.2095 f-b p=0.8909 位置(YK) F=52.16, p<0.0001 slow-fast p=0.0001 位置(f) F=10.97, p<0.0001
被験者*テキスト F=7.027, p<0.0001 被験者(f) F=11.07, p<0.0001 MK-MA p=0.1957 d-c p=0.9976 位置(MA) F=13.63, p<0.0001 slow-normal p=0.6207
話速*テキスト F=2.701, p=0.0040 YK-MA p=0.9340 e-c p=0.2190 位置(MK) F=13.63, p<0.0001 b-a p=1.0000
被験者*位置 F=34.918, p<0.0001 b-a p=0.8494 YK-MK p=0.4970 f-c p=0.9971 (x)被験者(句点)における多重比較(TukeyのHSD） normal-fast p=0.0015 c-a p=0.6728
話速*位置 F=6.919, p<0.0001 c-a p=0.9291 e-d p=0.6090 MA-HK p<0.0001 slow-fast p<0.0001 d-a p=0.9844
テキスト*位置 F=4.429, p<0.0001 d-a p=0.9358 MA-HK p=0.3730 f-d p=0.9389 MK-HK p<0.0001 slow-normal p=0.1614 e-a p=0.0970
被験者*話速*テキスト F=1.162, p=0.2679 e-a p=0.7258 MK-HK p=0.0050 f-e p=0.0271 YK-HK p<0.0001 f-a p=0.9997
被験者*話速*位置 F=0.980, p=0.4621 f-a p=0.0390 YK-HK p=0.2977 MK-MA p<0.0001 その他-句点 p=0.0200 c-b p=0.7548
被験者*テキスト*位置 F=0.524, p=0.9735 c-b p=1.0000 MK-MA p=0.1444 YK-MA p=0.0050 読点-句点 p<0.0001 d-b p=0.9947
話速*テキスト*位置 F=0.907, p=0.5520 d-b p=1.0000 YK-MA p=0.9931 b-a p=0.7473 YK-MK p<0.0001 読点-その他 p=0.5904 e-b p=0.1431
被験者*話速*テキスト*位置 F=1.446, p=0.10466 e-b p=0.0777 YK-MK p=0.2815 c-a p=0.6076 (y)被験者(読点)における多重比較(TukeyのHSD） f-b p=1.0000
f-b p=0.4608 d-a p=0.9378 MA-HK p=0.9976 その他-句点 p<0.0001 d-c p=0.6466
話速 (HK) F=1.187, p=0.31 d-c p=1.0000 MA-HK p=0.2072 e-a p=0.9893 MK-HK p=0.0463 読点-句点 p<0.0001 e-c p=0.0271
話速 (YK) F=4.676, p=0.0118 e-c p=0.1602 MK-HK p=0.0462 f-a p=0.0409 YK-HK p=0.0077 読点-その他 p=0.1712 f-c p=0.9422
話速 (MA) F=5.808, p=0.0040 f-c p=0.3978 YK-HK p=0.1471 c-b p=0.9998 MK-MA p=0.0609 e-d p=0.0557
話速 (MK) F=3.683, p=0.0308 e-d p=0.2473 MK-MA p=0.6248 d-b p=0.9989 YK-MA p=0.0110 その他-句点 p<0.0001 f-d p=1.0000
f-d p=0.5717 YK-MA p=0.9906 e-b p=0.3055 YK-MK p=1.0000 読点-句点 p<0.0001 f-e p=0.5034
被験者 (fast) F=9.119, p<0.0001 f-e p<0.0001 YK-MK p=0.7835 f-b p=0.6696 (z)被験者(その他)における多重比較(TukeyのHSD）読点-その他 p=0.0020
被験者 (normal) F=5.826, p=0.0009 d-c p=0.9881 MA-HK p=0.9883 その他-句点 p<0.0001
被験者 (slow) F=13.68, p<0.0001 b-a p=0.9941 MA-HK p=0.0128 e-c p=0.2127 MK-HK p=0.0018 読点-句点 p<0.0001
c-a p=0.9963 MK-HK p<0.0001 f-c p=0.8654 YK-HK p=0.9996 読点-その他 p=0.1609
normal-fast p=0.0010 d-a p=1.0000 YK-HK p=0.0094 e-d p=0.6138 MK-MA p<0.0001
slow-fast p=0.3085 e-a p=0.7344 MK-MA p=0.0177 f-d p=0.4434 YK-MA p=0.9939 その他-句点 p=0.0004
slow-normal p=0.1449 f-a p=0.4674 YK-MA p=0.9907 f-e p=0.0024 YK-MK p=0.0001 読点-句点 p<0.0001
c-b p=1.0000 YK-MK p=0.0493 読点-その他 p=0.6355
normal-fast p=0.0584 d-b p=0.9833 その他-句点 p<0.0001
slow-fast p=0.0029 e-b p=0.2107 テキスト(fast) F=2.402, p=0.044 b-a p=0.8340 読点-句点 p<0.0001 その他-句点 p<0.0001
slow-normal p=0.5027 f-b p=0.7347 テキスト(normal) F=3.623, p=0.0043 c-a p=0.9998 読点-その他 p=0.2278 読点-句点 p=0.0130
d-c p=0.9890 テキスト(slow) F=3.188, p=0.0093 d-a p=0.9998 読点-その他 p=0.0750
normal-fast p=0.2047 e-c p=0.2616 e-a p=0.9308 その他-句点 p<0.0001
slow-fast p=0.0251 f-c p=0.7246 話速(a) F=0.663, p=0.52 f-a p=0.2209 読点-句点 p<0.0001 その他-句点 p<0.0001
slow-normal p=0.1911 e-d p=0.6394 話速(b) F=1.055, p=0.356 c-b p=0.6444 読点-その他 p=0.8309 読点-句点 p<0.0001
f-d p=0.2856 話速(c) F=0.563, p=0.573 d-b p=0.6857 読点-その他 p=0.2139
MA-HK p=0.0037 f-e p=0.0016 話速(d) F=0.166, p=0.848 e-b p=0.1792 その他-句点 p<0.0001
MK-HK p=0.0001 話速(e) F=4.418, p=0.0187 f-b p=0.9011 読点-句点 p<0.0001 その他-句点 p=0.0007
YK-HK p=0.0018 b-a p=0.9802 話速(f) F=1.18, p=0.314 d-c p=1.0000 読点-その他 p=0.0394 読点-句点 p<0.0001
MK-MA p=0.1505 c-a p=0.9998 e-c p=0.9849 読点-その他 p=0.2253
YK-MA p=0.9009 d-a p=0.9995 f-c p=0.0992 その他-句点 p<0.0001
YK-MK p=0.4435 e-a p=0.7748 e-d p=0.9860 読点-句点 p=0.8335 その他-句点 p=0.0005
f-a p=0.5718 f-d p=0.1259 読点-その他 p=0.0002 読点-句点 p=0.0116
MA-HK p=0.4996 c-b p=0.9976 f-e p=0.0061 読点-その他 p=0.6252
MK-HK p=0.0004 d-b p=0.8961
YK-HK p=0.6634 e-b p=0.2653
MK-MA p=0.0152 f-b p=0.9384
YK-MA p=0.9973 d-c p=0.9914
YK-MK p=0.0132 e-c p=0.5939
f-c p=0.7408
MA-HK p=0.1266 e-d p=0.9287
MK-HK p<0.0001 f-d p=0.3395


























































































































































































































































































































































































































































































 (F(2)=3.107, p=0.0481) 
、slow-fast















































































































               
図 2-56 
normal がもっとも

































































































































































































































































































































表 2-24 モーラ時間長に関する統計分析の結果 
 
 
位置 F=39.228, p<0.0001 位置 F=63.805, p<0.0001
話速 F=70.214, p<0.0001 話速 F=165.002, p<0.0001
位置*話速 F=0.351, p=0.91 位置*話速 F=3.017, p=0.0062
IP-AP p<0.0001 位置 (fast) F=7.889, p<0.0001
NM-AP p=0.0345 位置 (normal) F=17.16, p<0.0001
S-AP p=0.2162 位置 (slow) F=25.89, p<0.0001
NM-IP p<0.0001
S-IP p<0.0001 話速 (S) F=1.838, p=0.17
S-NM p=0.0035 話速 (IP) F=4.831, p=0.0145
話速 (AP) F=38.15, p<0.0001
normal-fast p<0.0001 話速 (NM) F=126.1, p<0.0001
slow-fast p<0.0001







話速 F=998.555, p<0.0001 IP-AP p=0.0017
位置*話速 F=1.222, p=0.292 NM-AP p=0.0015
S-AP p=0.1138
IP-AP p<0.0001 NM-IP p<0.0001
NM-AP p=0.8823 S-IP p=0.3267
S-AP p=0.8920 S-NM p=0.0002
NM-IP p<0.0001
S-IP p<0.0001 IP-AP p=0.0045
S-NM p=0.9771 NM-AP p<0.0001
S-AP p=0.8553
normal-fast p<0.0001 NM-IP p<0.0001
slow-fast p<0.0001 S-IP p=0.0091




位置 F=126.877, p<0.0001 normal-fast p=0.0054
話速 F=136.516, p<0.0001 slow-fast p<0.0001
位置*話速 F=1.089, p=0.367 slow-normal p<0.0001
IP-AP p<0.0001 normal-fast p<0.0001
NM-AP p=0.5598 slow-fast p<0.0001












































結果は下の表 2-25～表 2-28 のとおりである。 
 











text fast normal slow 
a 93.0  104.0  97.3  a 179.6  189.9  160.4  
b 104.7  108.2  99.4  b 148.0  155.5  148.3  
c 108.1  116.3  105.6  c 159.1  165.3  141.8  
d 101.6  102.8  96.2  d 169.1  168.4  152.0  
e 108.6  119.4  100.4  e 175.7  193.3  154.5  













text fast normal slow 
a 74.1  72.8  72.8  a 39.5  49.8  32.3  
b 75.2  75.8  74.3  b 32.7  32.9  24.4  
c 75.4  75.6  72.1  c 34.8  44.5  29.2  
d 75.0  75.2  74.0  d 34.2  35.1  30.2  
e 70.8  71.4  75.7  e 31.4  38.3  25.5  
















text fast normal slow 
a 144.9  136.4  109.8  a 243.6  226.9  186.1  
b 142.1  131.9  110.0  b 237.8  191.3  205.9  
c 136.4  131.7  105.1  c 214.3  205.3  137.6  
d 126.0  124.0  108.9  d 221.7  207.1  140.0  
e 155.3  176.1  133.3  e 250.2  258.7  178.8  













text fast normal slow 
a 82.5  84.1  67.9  a 65.5  58.3  42.4  
b 91.1  82.2  46.6  b 51.3  47.4  26.4  
c 84.4  83.9  64.2  c 42.3  38.1  16.9  
d 82.2  84.9  37.6  d 54.6  38.8  21.7  
e 104.8  118.9  82.7  e 48.7  50.0  37.7  
















text fast normal slow 
a 215.0 228.2 203.6 a 478.5 467.5 420.8 
b 220.7 236.4 218.2 b 381.8 389.1 365.4 
c 232.0 234.7 224.4 c 384.1 455.6 404.5 
d 213.8 211.2 205.3 d 375.1 414.5 365.7 
e 238.5 232.9 227.0 e 421.9 417.9 396.6 













text fast normal slow 
a 159.8 153.7 142.9 a 82.5 92.6 67.1 
b 131.2 145.1 134.3 b 91.0 92.6 62.7 
c 138.9 145.0 148.4 c 94.0 92.2 91.6 
d 112.9 146.9 142.4 d 77.6 79.4 51.8 
e 155.6 155.0 152.6 e 67.5 73.4 64.3 
















text fast normal slow 
a 233.4  245.8  240.3  a 343.5  344.7  322.7  
b 255.0  250.0  260.6  b 330.6  332.4  330.5  
c 261.0  261.6  256.7  c 363.6  350.3  318.7  
d 250.8  240.2  251.6  d 356.4  343.3  371.2  
e 248.5  258.1  248.6  e 337.1  342.2  323.5  













text fast normal slow 
a 170.6  174.7  170.4  a 48.8  53.9  37.7  
b 163.6  184.7  155.2  b 49.2  46.8  46.7  
c 178.3  177.2  174.1  c 39.9  48.6  38.5  
d 186.9  155.1  178.8  d 39.4  61.3  45.1  
e 181.7  181.9  175.5  e 32.7  49.3  42.0  
f 169.9  131.0  183.4  f 48.8  39.3  60.2  
 
ピッチの各項目について、話速間で有意な差が現れるかどうかについて見るために統計




表 2-29 ピッチ情報に関する統計処理 
 
 
話速 F=16.468, p=0.0007 話速 F=9.149, p=0.0055
normal-fast p=0.0109 normal-fast p=0.6606
slow-fast p=0.1664 slow-fast p=0.0243
slow-normal p=0.0006 slow-normal p=0.0058
話速 F=16.468, p=0.0007 話速 F=5.157, p=0.0289
normal-fast p=0.2187 normal-fast p=0.2611
slow-fast p=0.0899 slow-fast p=0.3168
slow-normal p=0.0049 slow-normal p=0.0231
話速 F=0.294, p=0.752 話速 F=1.633, p=0.2434
話速 F=29.902, p<0.0001 話速 F=10.523, p=0.0035
normal-fast p=0.0151 normal-fast p=0.9459
slow-fast p=0.0044 slow-fast p=0.0088
slow-normal p<0.0001 slow-normal p=0.0053
話速 F=33.02, p<0.0001 話速 F=0.391, p=0.6861
normal-fast p=1.0000
slow-fast p<0.0001
slow-normal p<0.0001 話速 F=1.565, p=0.256
話速 F=20.538, p=0.0003 話速 F=0.402, p=0.679
normal-fast p=0.4604
slow-fast p=0.0003


















































































































































が被験者 YK であった。被験者 MA、MK では有意差が見られなかった。遅く話した場合に
は、被験者 HK、YK、MA で normal よりも有意に低くなっている。被験者 MK では有意な
差は検出されなかった。速く話すと、すべての被験者が読み上げたいずれかの部分でピッ











































































において、速くする場合に有意に頻度が少なくなったのは被験者 YK と MK であった。有
意水準も含めれば、HK も含まれる。遅くする場合に有意に頻度が少なくなったのは被験者
MK のみであった。被験者 MK はもともとポーズの頻度が全体的に少ない。他の三被験者は
普通に読んだ際でも読点にポーズを入れる割合が 80%を超える。それに対し、MK は 30%
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った。したがって fast で句読点以外の位置にポーズを置いたのは被験者 MK の一箇所のみ
である。遅く読んだ場合には被験者YKと MKで normalと比較した際の有意傾向が見られ、















































Fougeron and Jun (1998) との間でこのような差が見られたのは、一つには先行研究ではピッ
チレンジが用いられていたことが原因であるとも考えられる。速く読むと一つ一つの分節
音の明瞭性が損なわれ、ピッチが上がりきったところや下がりきったところでピッチが正
しく検出されなかった可能性が考えられる。また、Fougeron and Jun (1998) で扱われている
フランス語は文末以外のイントネーション句末で上昇する特性があるが (西沼・代田 2007)、






場合のピッチの変動幅についても観察したが、被験者 HK・YK・MK で normal よりも値が
小さくなっていた。被験者 MK では有意な差は見られなかった。 
なお、被験者 MK のみは速く話しても遅く話しても、ピッチに有意な変化が見られなか
った。これは、被験者 MK のピッチの変動幅の指標である四分位範囲の値がかなり狭くな
っていたせいであろう。本実験では被験者 HK と YK が男性、MA と MK が女性であり、声
のより高い女性のほうが四分位範囲の値も大きくなるはずである。しかし、MA は HK や
















































































＋ ＋ ≒ ＋ ＋ ＋/
≒d 
＋ ≒ ≒e ≒ ≒ 
(a. どちらも「≒」になっているが、fast-slow 間の有意差はある。 b. 被験者によって異なる。 




















































内というより公共的な場であった。ゆえに、被験者 HK や YK は初対面の相手に対してアナ
ウンスの経験者として録音に臨んだと考えられるが、被験者 MK はあくまでも「家族に読
んで聞かせてあげる」という前提で音読していた可能性が否定出来ない。つまり、被験者















った被験者 MK は文末のポーズを削除することで、より速い音声を実現したと言える。 
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的な評価をさせる場合 (籠宮ほか 2008 など) もあれば、一対比較法などを用いて相対的な
評価をさせる方法 (広実 1994 など) もある。しかし、官能評価の方法はどの手法もまった
く同じように扱えるものではなく、目的 (朝倉 1997)、精度 (佐藤 1959) 、データをどのよ
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 本章は、丸島 (2012a) で行なった実験をもとに、大幅なデータの追加と再解析、加筆修正を加えたもの
である。 
50
 articulation rate の訳語である。「調音速度」と翻訳されることが多いが、本論文では「調音」の語が



























































































第 2 章で、発話内の発音速度は文節ごとに見ると、4 割程度が直前の文節よりも聴取者が
知覚可能な程度以上に速くなり、4 割程度が遅くなることを示した。これは話速や話者を問
わず見られる傾向であった。 
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したものとしては、多件法を用いた内田 (2000)、SD 法を用いた籠宮ほか (2008) などが挙
げられる。相対的な判断をもとにした研究としては、一対比較法を用いた広実 (2010)、二

























3.4 実験 A 
相対的な知覚判断による聴取実験と、絶対的な判断による聴取実験の 2 種類を行うこと
とする。実験 A では、相対的な評価を行う一対比較法を用いることで速度感の尺度化を試




た」 (39 モーラ) を、各読点部分にポーズを置くようにして読んだ。速度は“fast”、“normal”、 
“slow”の 3 種を設定し、読み手自身が普通に読んだものを”normal” とした。また読み方は、
「ほぼ一定の速度で」（EV=”even”）「だんだん速く」（AC=”accelerating”）、「だんだん遅く」
（DE=”decelerating”）の 3 種の読み方で読んだ。EV では普通に読み、AC ではだんだん読み
の速度が速くなるように読み、DE ではだんだん読みの速度が遅くなるように読んだ。これ
らの 3 速度と 3 種の読み方を組み合わせて、全部で 9 のパタンを作成した。これら計 9 パ
タンを約 10 回ずつ発話した。3 速度内でそれぞれの読み方の平均の発話速度ができるだけ
統一されており、全体のピッチの中央値にできるだけ差がないものを各パタン 3 トークン





各速度群の時間構造を以下の図 3-3～3-5 に示した。なお、頭文字が a のものは発話部分、
p のものはポーズ部分である。a1 は「まわりのさんごを見渡すと」の部分、a2 は「それこ
そぼきぼきに折られ」の部分、a3 は「白い折れ口をさらしていた」の部分にあたる。p1 は
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3  fast 群音声の時間構造
 normal 群音声の時間構造
a2 と a3 の間のポーズである。グラフのそれぞれの棒が各トー
DE
123 





































図 3-6  fast 群のピッチ情報 (最高値、最低値、中央値、四分位範囲) 
 
 










































実験は Praat ver.5 の Experiment MFC の機能で作成し、ペアの始めと各トークン同士の間



























































































































































































。その結果、速度の要因で有意となり (F (2, 18)= 
1088.087, p < 0.0001)、読み方の要因では有意とならなかった (F (2, 18)= 1.039, p = 0.374243)。
また、速度と読み方の交互作用は有意となった (F (4, 18)= 7.956, p = 0.000707)。そこで、速
度ごとの読み方の単純主効果の検定と、読み方ごとの速度の単純主効果の検定を行なった。 
速度ごとの読み方の単純主効果の検定の結果は、fast では有意傾向 (F (2, 6)= 3.551, p = 
0.096)、normal では有意となり (F (2, 6)= 23.69, p = 0.00142)、slow では有意差は認められな
かった (F (2, 6)= 0.209, p = 0.817)。そこで、有意傾向が認められた fast と有意差が認められ
た normal について、下位検定として Tukey の多重比較を行なった。fast では一定-加速間に
有意傾向が認められたが (p = 0.0961735)、一定-減速間 (p = 0.2046096)、加速-減速間 
(0.8286785) では有意差が認められなかった。normal では一定-加速間 (p = 0.0059393)、一定
-減速間 (p = 0.0014141) では有意差が認められたが、加速-減速間では有意差は認められな
かった。 
読み方ごとの速度の単純主効果の検定結果は、一定 (F (2, 6)= 517.2, p < 0.0001)、加速 (F (2, 
6)= 613.1, p < 0.0001)、減速 (F (2, 6)= 217.2, p < 0.0001) すべてで有意差が認められた。そこ
で、すべての読み方について Tukey の多重比較を行なった。一定では fast-normal 間、fast-slow
間、normal-slow 間のすべてで有意差が認められた  (いずれも p < 0.0001)。加速でも 
fast-normal 間、fast-slow 間、normal-slow 間のすべてで有意差が確認された (p < 0.0001)。減
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表 3-2 実験 A「加速」「減速」音声の「一定」音声との相対差 
速度/読み方 加速 減速 
fast より遅い (より遅い) 
normal より速い より速い 


































表 3-3 速度感に影響を与える要因 















ポーズの頻度 少ない 多い 広実  (1994) 、籠宮ほか 
(2008) 
ピッチ 高い 低い Feldstein and Bond (1981)、 
内田 (2000) 














負担という観点で、normal と slow の速度変化をともなう音声の速度感の変化 (より速く聞
























い部分) が重要であるとか、発話の冒頭が (もしくは末尾が) 重要というようなことではな
い。河野 (1997) によると、日本語では意味が介在し、なおかつ 2 モーラが 330ms におさま
る場合に、14 音節で一つの聴解単位を形成しうるとしている。2 モーラあたり 330ms を超
えると、7 モーラ程度が一つの聴解単位になり得るという。本実験で使用した音声のテキス






た」という一文である。最初の部分は 13 モーラ、中盤は 12 モーラ、最後の部分は 14 モー
ラである。すべてが、河野 (1997) で述べられているところの 14 モーラにおさまる。した
がって、2 モーラで 330ms を超えない速度の部分は、一つの聴解単位ととらえられている可
能性があり、それよりも遅い場合には、ひとまとまりとしてとらえられていない可能性が
ある。 
下の表 3-4～表 3-6 に、各トークンの発話部分の 2 モーラあたりの時間長をまとめた。
330ms を超えない場合は下線を付した上に太字にして示してある。fast ではすべてが 330ms
以下で、slow ではすべてが 330ms を超えている。normal では一定のものはすべてが 330ms





なう normal 音声は相対的な速度判断において、比較的速いと評価されたと考えられる。 











fast 音声については、すべての部位が 2 モーラあたり 330ms を下回っており、すべての部
位がひとまとまりにとらえられていると考えられる。では、なぜ速度変化をともなう音声
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にとらえられる 330ms 以下のリズム間隔に 3 モーラ以上を収めることは難しいため、この 14 モーラ程度が
ひとまとまりとしてとらえられる最大のモーラ数だと考えられる。 
62





2 モーラあたり 200ms を下回る。これを発音速度に換算すると、10 モーラ/sec を超えるとい
うことになる。発音速度が 10 モーラ/sec を超えるとはどのようなことだろうか。籠宮ほか 
(2008) を見ると、発音速度にほぼ相当する「モーラ／秒」は「速い」と判定された音声で
も、ほぼ 10 モーラ/sec 内におさまっており、これを大きく超えるものは一部の外れ値のみ
である。また、福盛 (2008) ではニュース番組のアナウンサーやキャスターの音声を計測し
ているが、ポーズのデータが示されていて発音速度が算出可能なデータの中で、もっとも
発音速度が速い柴田秀一氏の発音速度は 9.45 モーラ/sec である。滑舌が良いとされている











表 3-4  fast の各部分の 2 モーラあたりの時間長 (msec) 
 
a1 a2 a3 
一定 208.7459 210.2227 201.6846 
一定 206.641 206.1192 205.6215 
一定 210.5702 222.2353 199.2269 
加速 278.5937 213.4942 164.9567 
加速 257.1259 214.7244 187.9966 
加速 260.6692 230.7649 173.449 
減速 180.5377 246.3148 218.2986 
減速 192.9955 250.4721 229.8803 




表 3-5  normal の各部分の 2 モーラあたりの時間長 (msec) 
 
a1 a2 a3 
一定 301.2204 309.4661 293.4666 
一定 306.6118 293.4344 309.2933 
一定 324.3808 324.8484 310.4653 
加速 328.007 307.338 243.0121 
加速 362.5691 324.0171 239.7053 
加速 376.6514 280.8464 219.7762 
減速 219.4082 348.7816 350.9749 
減速 219.4904 341.7581 327.0956 
減速 226.5334 321.8179 332.8158 
 
表 3-6  slow の各部分の 2 モーラあたりの時間長 (msec) 
 
a1 a2 a3 
一定 444.9428 430.35 443.6151 
一定 432.8123 445.1048 464.2204 
一定 461.0285 465.7521 442.7605 
加速 481.238 453.4584 410.0339 
加速 470.8571 434.3984 407.4805 
加速 475.2506 436.3466 389.7295 
減速 354.5491 415.3423 437.4608 
減速 392.0736 438.8218 440.9652 








3.5 実験 B 















上記の音声を 3 回ずつランダムで聞かせ、1 回ずつそれぞれ「速い」「遅い」「どちらでも
ない」から選択させた。27 トークンにダミーの 6 トークンを加えて 33 トークンを用意し、
これを 3 回ずつ聞かせ、計 99 試行行なった。なお、音声は必ず最後まで聞いてから回答し、
音声全体の印象で回答するように指示した。また、回答を誤った場合も気にせず次の比較
に進むように伝えた。 
実験は Praat ver.5 の ExperimentMFC の機能で作成した。聴き逃した場合を考慮し、各ペ






実験画面の一例を下の図 3-11 に示す。 







































































































群 (p < 0.00001)
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で紹介されている


















































した。その結果、fast 群では減速-一定間 (p = 0.0023) では有意な差が検出されたが、加速-
減速間 (p = 0.1923)、加速-一定間 (p = 0.1923) では有意な差は見られなかった。normal 群で
は加速-減速間 (p = 0.00092)、加速-一定間 (p = 0.00127)、減速-一定間 (p < 0.0001) すべてに
おいて有意な差が認められた。slow 群では加速-減速間 (p = 0.0325)、減速-一定間 (p = 






































































































































たものを下の表 3-7 にまとめた。 
 
表 3-7 被験者ごとの特徴的な回答傾向 
速度 特徴 被験者番号 
























表 3-8 実験 B における各被験者の Fisher’s exact test の結果 (P 値) 
被験者 fast normal slow 
1 0.28 0.08615 1 
2 1 1 1 
3 - 0.28 1 
4 - 0.004682 - 
5 0.0008878 0.2907 - 
6 - 0.2907 1 
7 - 0.2907 1 
8 1 1 - 
9 - 0.1503 0.7508 
10 - 0.004682 - 
11 - 0.000006401 - 
12 1 0.03588 - 
13 - 1 - 
14 0.02384 0.2812 - 
15 0.632 0.64 - 
16 1 1 - 
17 1 0.7508 - 
18 0.3077 0.28 - 
19 - - - 
20 1 0.0000001883 0.004682 
 












断が一定のものと比較してどのように異なっていたのかを、下の表 3-10 にまとめた。 
 
被験者 話速 加速-減速 加速-一定 減速-一定 
4 fast       
normal 0.088 1 0.088 
slow       
5 fast 0.88 1 0.88 
normal       
slow       
10 fast       
normal 0.088 1 0.088 
slow       
11 fast       
normal 1 0.00012 0.00082 
slow       
12 fast       
normal 0.67 0.67 0.088 
slow       
14 fast 0.262 1 0.088 
normal       
slow       
20 fast       
normal 0.00012 0.29412 0.00012 
slow 0.088 1 0.088 
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表 3-10 加速・減速音声に対する判定の一定音声に対する判定との差異 
速度群 判断の特徴 被験者数 被験者番号 
fast 減速が遅い 1 14 
normal 減速が速い 2 10、20 
減速が遅い 1 12 
減速が速くなったり遅くなったりする 1 4 
加速、減速が速い 1 11 






実験 B では、三択による単一の音声の速度判断を行なった。全体的に見ると、fast の音声
では「速い」の判断が、normal の音声では「どちらでもない」の判断が、slow の音声では























































6、7、9、15、16、17 の 9 名で、半数弱である。それ以外の被験者はどちらかに偏っている 
(被験者 1、5、8、10、11、12、13、14、18、20) か、速度判断にずれがまったく起こらない







11、20、slow の被験者 20) もあれば、遅い方に動かす場合 (fast の被験者 14、normal の被
験者 12) もある。また、どちらか一方ではなく判断を両方に振れさせる場合もある (normal
の被験者 4) 。 
さらに、速度変化によって速度判断が速くなる被験者は常にそうなるわけではなく、全
体の速度がどうであるかにも影響を受ける。例えば、fast で減速をより遅いと判断している
被験者 14 は、normal では同様の結果にはならない。normal で減速をより遅いと判断してい
る被験者 12 も fast では有意な差は見られない。normal で減速がより速いと判断している被
験者 10 も slow では有意な差は出ない。normal の減速で速くなったり遅くなったりする被験
者 4 も、fast や slow では有意差が検出されない。normal で加速も減速も速くなっていた被





















normal の音声で実験 A では速度変化をともなうとより速いと判定されたにもかかわらず、
実験 B では速度変化をともなう normal 音声は速い方、遅い方どちらの方向にも揺れが生じ、
そこに大きな偏りは見られなかった点である。ただし個人ごとの結果を見ると揺れの方向
が偏らない被験者は 20 名中 9 名で、残りの 11 名は揺れがないか揺れの方向がどちらかに偏
っていた。 
また、一方の実験では観察されたが、もう一方の実験では観察できなかった点もある。






と B では異なる傾向が見られているためである。繰り返しになるが、実験 A では normal 音















































3.4.6 でも触れたが実験 A で fast が速度変化をともなうとより遅いと判断され、normal で
は速度変化をともなうとより速いと判断されているのはなぜなのだろうか。この、一見矛




たり現れなかったりする。このことから考えると、実験 A の被験者は fast の音声では速度
変化を伴うと遅く聞こえる人が多く、normal の音声では速度変化を伴うと速く聞こえる人
が多かったという可能性が考えられる。 
それ以外にも、相対的な判断を行う場合には fast の遅い部分や normal の速い部分がより





































2012 年現在の国外の日本語学習者は教師がいる機関だけでも 400 万人近く (国際交流基
金編 2013: p.4)、2013 年現在国内で機関での日本語学習者は 15 万人を超える (文化庁 2012)。
日本語学習者の数はさらに増加傾向にある。第二言語の学習者が目標言語に至るまでの過






















                                                        
68





いる音声はスピーチの音声であり、修正前の発話速度は 6.2 拍/秒、修正後の発話速度は 5.9
拍/秒で田島 (2005) で扱われている音声よりもかなり速い。 

































録音は静謐な室内で行なった。パーソナルコンピュータ (Samsung 社製 DM-C410) にオ
ーディオインターフェース (CREATIVE 社製 Sound Blaster Digital Music SX) を USB 接続で
介し、マイク (オーディオテクニカ社製 AT-VD4) を接続して行なった。録音ソフトは Cool 
Edit2000、OS は Windows7 Home Premium K である。ファイル形式は Windows PCM、モノラ




生である、男性 4 名、女性 4 名の計 8 名の音声を録音した。 








“slow”の 3 種を設定し、被験者自身が普通に読んだものを”normal” とした。“fast”は自然な
範囲内で速く話すように、“normal”は自然な範囲内で遅く話すように指示した。学習者が話
速ごとに 3 トークンずつ読んだものの中から、比較的よどみなく読めているものを 2 トー
クンずつ選んだ。母語話者は 2 トークンずつ読んでもらい、分析に使用した。 




音声解析ソフト Praat ver.5 の TextGrid 機能を用いて、各文節とその間のポーズの時間長を
記録・計測した。それぞれの文節とポーズには、下の表 4-1 のように記号を付した。なお、
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 モノラル、44100Hz、16bit で録音した。 
 174 
 
a1 直後のポーズを p1、a2 直後のポーズを p2 とした。同じように、a6 の直後まですべての
文節間のポーズに記号を与えた。すなわち、発話部分 7 文節 (a1～a7) とポーズ部分 6 か所 
(p1～p6) の時間長70に記号を付し、それぞれを計測した。なお第 2 章と同様、1 モーラを超
える空白部分をポーズと認定した。 
その後、必要に応じて統計処理を行なったが、いずれも統計言語 R (ver.2) を用いている。 
 
表 4-1 分析音声の文節記号 





あと、 これを ひとつ お願いし
ます。 




下の表 4-2・表 4-3 に各トークンの発話速度と発音速度を提示する。 
 
表 4-2 学習者音声の発話・発音速度 
Subject speed SR AR 
F901 n 6.337694 7.318625 
F901 n 6.459448 7.543177 
F901 s 4.951165 6.447154 
F901 s 5.327448 6.740643 
F901 f 7.583617 8.521133 
F901 f 8.042278 8.614722 
F902 n 7.47008 7.961806 
F902 n 7.596264 8.170026 
F902 s 5.772696 6.831407 
F902 s 5.909017 7.072642 
                                                        
70
 ただし、冒頭に破裂音のある a2 と a5 の直前のポーズ (p1、p4) は、破裂音の閉鎖区間と分割することが
できない。したがって、直後の閉鎖区間も含めた部分を p1、p4 として計測している。 
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F902 f 8.858462 9.643764 
F902 f 8.826504 9.507929 
F904 n 6.350367 7.50626 
F904 n 7.184813 8.223187 
F904 s 5.900253 7.311526 
F904 s 6.155216 7.352406 
F904 f 8.307556 8.926578 
F904 f 7.983126 9.067975 
F905 n 7.12509 8.211464 
F905 n 7.262259 8.360751 
F905 s 5.544614 7.668985 
F905 s 6.361489 7.645172 
F905 f 8.382315 9.278608 
F905 f 7.735021 9.028606 
M903 n 8.657575 9.273063 
M903 n 8.974629 9.887287 
M903 s 7.343957 8.525362 
M903 s 6.886051 8.245105 
M903 f 10.4691 11.30404 
M903 f 10.31944 11.2639 
F301 n 5.619656 6.561806 
F301 n 5.368371 6.754651 
F301 s 5.140061 6.611527 
F301 s 5.108494 6.334452 
F301 f 7.021075 7.541423 
F301 f 7.609299 7.986419 
F302 n 5.683506 6.980893 
F302 n 5.942546 6.868735 
F302 s 5.216155 6.127585 
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F302 s 5.31973 6.143867 
F302 f 6.483509 7.723781 
F302 f 7.05271 8.135172 
F304 n 7.470527 7.854259 
F304 n 7.298293 8.171419 
F304 s 6.455318 7.118011 
F304 s 6.389918 6.931188 
F304 f 8.396241 8.7176 
F304 f 8.070773 9.437016 
M301 n 5.521015 6.605085 
M301 n 4.765315 6.066462 
M301 s 5.82394 6.628642 
M301 s 6.109351 6.659753 
M301 f 7.399609 8.227979 
M301 f 7.996208 8.531152 
M302 n 6.029608 6.977346 
M302 n 6.255944 7.022062 
M302 s 4.43261 5.708477 
M302 s 4.531886 6.014886 
M302 f 6.087347 7.775239 
M302 f 7.347911 8.201025 
M303 n 6.756919 8.954183 
M303 n 7.742605 8.388737 
M303 s 5.279864 6.748936 
M303 s 5.496218 7.331157 
M303 f 9.530327 10.85999 
M303 f 9.752008 10.58105 
M304 n 4.925341 7.026255 
M304 n 5.181986 6.777415 
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M304 s 3.623355 5.910744 
M304 s 3.530213 5.600232 
M304 f 7.406377 8.314499 
M304 f 6.430683 7.84776 
(subjest は被験者番号、speed の f は fast、n は normal、s は slow、 
SR は発話速度、AR は発音速度をそれぞれ表す。) 
 
表 4-3 母語話者音声の発話・発音速度 
Subject speed SR AR 
F901 n 6.337694 7.318625 
F901 n 6.459448 7.543177 
F901 s 4.951165 6.447154 
F901 s 5.327448 6.740643 
F901 f 7.583617 8.521133 
F901 f 8.042278 8.614722 
F902 n 7.47008 7.961806 
F902 n 7.596264 8.170026 
F902 s 5.772696 6.831407 
F902 s 5.909017 7.072642 
F902 f 8.858462 9.643764 
F902 f 8.826504 9.507929 
F904 n 6.350367 7.50626 
F904 n 7.184813 8.223187 
F904 s 5.900253 7.311526 
F904 s 6.155216 7.352406 
F904 f 8.307556 8.926578 
F904 f 7.983126 9.067975 
F905 n 7.12509 8.211464 
F905 n 7.262259 8.360751 
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F905 s 5.544614 7.668985 
F905 s 6.361489 7.645172 
F905 f 8.382315 9.278608 
F905 f 7.735021 9.028606 
M903 n 8.657575 9.273063 
M903 n 8.974629 9.887287 
M903 s 7.343957 8.525362 
M903 s 6.886051 8.245105 
M903 f 10.4691 11.30404 
M903 f 10.31944 11.2639 
(subjest は被験者番号、speed の f は fast、n は normal、s は slow、 
SR は発話速度、AR は発音速度をそれぞれ表す。) 
 
さらに、学習者音声と母語話者音声の発話速度と発音速度について、母語と話速を要因










































































































優先してポーズが挿入される位置と言える。続いて slow で 80%の割合でポーズが入れられ































表 4-5 ポーズの出現割合に関する統計結果 
 
 
この統計結果をもとにグラフ化したものを、下の図 4-3～図 4-5 に示し、有意差が得られ
たものについて下線を付した。なお、句点と読点はもともと一箇所ずつしかないため、有
意差が検出されにくくなっている。句点については学習者の fast で 50%台になっているが、
それ以外のグループでは 70%以上でポーズが挿入されており、全体的に句点ではポーズが
挿入される割合が高いと言える。読点では統計的有意差はあまり出ていないものの、母語







句点 p=0.1312 母fast-母normal p=1.000 母fast-母normal p=1.00000
読点 p=0.003953 母fast-母slow p=0.308 母fast-母slow p=0.00455
その他 p<0.0001 母fast-学fast p=1.000 母fast-学fast p=1.000
母fast-学normal p=1.000 母fast-学normal p=0.01874
母fast-学slow p=1.000 母fast-学slow p=0.00043
母normal-母slow p=0.846 母normal-母slow p=0.09806
母normal-学fast p=1.000 母normal-学fast p=1.00000
母normal-学normal p=1.000 母normal-学normal p=0.22501
母normal-学slow p=1.000 母normal-学slow p=0.02077
母slow-学fast p=0.015 母slow-学fast p=0.01679
母slow-学normal p=0.015 母slow-学normal p=1.00000
母slow-学slow p=0.230 母slow-学slow p=1.00000
学fast-学normal p=1.000 学fast-学normal p=0.10676
学fast-学slow p=1.000 学fast-学slow p=0.00455

























































































































F302 slow ― ― 0.639563 ― ― ― 
F302 slow ― ― 0.538885 ― ― ― 
F302 fast ― ― 0.42923 0.239517 ― ― 
F302 fast ― ― 0.405858 ― ― ― 
F304 normal ― ― ― ― ― ― 
F304 normal 0.237208 ― 0.13541 ― ― ― 
F304 slow 0.141225 ― 0.151961 0.153907 ― ― 
F304 slow ― ― ― 0.150369 ― ― 
F304 fast ― ― ― ― ― ― 
F304 fast ― ― 0.437293 ― ― ― 
M301 normal ― ― 0.667468 ― ― ― 
M301 normal 0.183159 0.167017 0.562425 0.348002 ― ― 
M301 slow ― ― 0.387007 ― ― ― 
M301 slow ― ― 0.256767 ― ― ― 
M301 fast ― ― 0.232581 0.13842 ― ― 
M301 fast ― ― ― ― ― ― 
M302 normal ― ― 0.486028 ― ― ― 
M302 normal ― ― 0.407889 ― ― ― 
M302 slow ― 0.345266 0.649688 ― 0.325996 ― 
M302 slow 0.368019 0.170591 0.710565 ― 0.200965 ― 
M302 fast ― 0.638681 0.287343 ― ― ― 
M302 fast ― ― 0.280838 ― ― ― 
M303 normal ― ― 0.617091 ― ― 0.366992 
M303 normal ― ― 0.119947 ― ― ― 
M303 slow ― ― 1.016395 ― ― ― 
M303 slow ― 0.370502 0.373023 0.531437 ― ― 
M303 fast ― ― ― ― 0.286324 ― 
M303 fast ― ― ― ― ― ― 
M304 normal 0.202448 0.207193 0.662716 0.264132 ― 0.43732 
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M304 normal ― 0.430699 0.523216 0.212964 ― ― 
M304 slow 0.789207 0.730161 0.616391 0.334831 0.465164 0.375168 
M304 slow 0.638614 0.343447 0.951199 0.717243 0.298929 0.296425 
M304 fast ― ― 0.314852 ― ― ― 
M304 fast ― ― 0.491878 0.301437 ― ― 
(msec) 
 
表 4-7 ポーズの時間長 (母語話者) 
被験者 話速 p1 p2 p3 p4 p5 p6 
F901 normal ― ― 0.452535 ― ― 0 
F901 normal ― ― 0.42699 0.191645 0 0 
F901 slow 0.315257 ― 0.761457 0.376115 0 0 
F901 slow 0.182851 0.15744 0.441773 0.314716 0 0 
F901 fast ― ― 0.30653 ― 0 0 
F901 fast ― ― 0.121292 ― 0 0 
F902 normal ― ― ― ― 0 0 
F902 normal ― ― ― ― 0 0 
F902 slow 0.189084 ― 0.257522 0.212434 0 0 
F902 slow 0.19884 ― 0.272654 0.232064 0 0 
F902 fast ― ― ― 0.158121 0 0 
F902 fast ― ― ― ― ― ― 
F904 normal 0.199119 ― 0.235607 0.159577 ― ― 
F904 normal ― ― 0.215713 0.135837 ― 0.125013 
F904 slow 0.197609 0.155535 0.312295 0.247011 ― ― 
F904 slow 0.193136 0.142312 0.203044 0.262605 ― ― 
F904 fast ― ― 0.11965 ― ― ― 
F904 fast ― ― 0.236577 0.13906 ― ― 
F905 normal ― ― 0.35838 ― ― ― 
F905 normal ― ― 0.338185 0.154683 ― ― 
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F905 slow 0.404212 0.16854 0.407732 0.374218 ― 0.194053 
F905 slow 0.19029 ― 0.352118 0.198385 ― ― 
F905 fast ― ― 0.228957 ― ― ― 
F905 fast ― ― 0.281997 0.180369 ― ― 
M903 normal ― ― 0.132068 ― ― ― 
M903 normal ― ― 0.206898 ― ― ― 
M903 slow ― ― 0.302912 0.193306 ― ― 
M903 slow ― ― 0.373485 0.279948 ― ― 
M903 fast ― ― 0.118034 ― ― ― 
M903 fast ― ― 0.124827 ― ― ― 
(msec) 
 
表 4-8 ポーズの時間長 (学習者・モーラ換算) 
被験者 話速 p1 p2 p3 p4 p5 p6 
F301 fast ― ― ― ― ― ― 
F301 fast ― ― ― ― ― ― 
F301 normal ― ― 1.35713496 ― 1.23319879 ― 
F301 normal 5.32645417 ― ― ― ― ― 
F301 slow 1.76748672 ― 3.95321647 ― ― ― 
F301 slow ― ― 2.73127591 1.99406888 ― ― 
F302 fast ― ― 3.31528166 1.84997893 ― ― 
F302 fast ― ― 3.30172373 ― ― ― 
F302 normal ― ― 2.94036813 ― 2.51673009 ― 
F302 normal ― ― 3.13592077 ― ― ― 
F302 slow ― ― 3.91897746 ― ― ― 
F302 slow ― ― 3.31083817 ― ― ― 
F304 fast ― ― ― ― ― ― 
F304 fast ― ― 4.12674483 ― ― ― 
F304 normal ― ― ― ― ― ― 
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F304 normal 1.93832251 ― 1.10648956 ― ― ― 
F304 slow 1.00523899 ― 1.08166066 1.09550996 ― ― 
F304 slow ― ― ― 1.04223672 ― ― 
M301 fast ― ― 1.91367302 1.13891884 ― ― 
M301 fast ― ― ― ― ― ― 
M301 normal ― ― 4.40868554 ― ― ― 
M301 normal 1.11112714 1.0132033 3.41193072 2.11114157 ― ― 
M301 slow ― ― 2.56533378 ― ― ― 
M301 slow ― ― 1.71000219 ― ― ― 
M302 fast ― 4.96589572 2.23415796 ― ― ― 
M302 fast ― ― 2.30316013 ― ― ― 
M302 normal ― ― 3.39118216 ― ― ― 
M302 normal ― ― 2.86422456 ― ― ― 
M302 slow ― 1.97094259 3.70872985 ― 1.8609403 ― 
M302 slow 2.21359211 1.02608628 4.27396546 ― 1.20877948 ― 
M303 fast ― ― ― ― 3.10948006 ― 
M303 fast ― ― ― ― ― ― 
M303 normal ― ― 5.5255454 ― ― 3.28611429 
M303 normal ― ― 1.00620105 ― ― ― 
M303 slow ― ― 6.85958532 ― ― ― 
M303 slow ― 2.71620985 2.73469255 3.89605117 ― ― 
M304 fast ― ― 2.61783569 ― ― ― 
M304 fast ― ― 3.860137 2.36560535 ― ― 
M304 normal 1.42245441 1.45579318 4.65641478 1.85585848 ― 3.07272378 
M304 normal ― 2.91902341 3.54605164 1.44334366 ― ― 
M304 slow 4.66479906 4.31579558 3.64332684 1.97910242 2.74946271 2.21752188 





表 4-9 ポーズの時間長 (母語話者・モーラ換算) 
被験者 話速 p1 p2 p3 p4 p5 p6 
F901 fast ― ― 2.61198698 ― ― ― 
F901 fast ― ― 1.04489803 ― ― ― 
F901 normal ― ― 3.31193559 ― ― ― 
F901 normal ― ― 3.22085752 1.44561564 ― ― 
F901 slow 2.03251183 ― 4.90923322 2.42487234 ― ― 
F901 slow 1.23253521 1.06124568 2.97783182 2.12138546 ― ― 
F902 fast ― ― ― 1.52488133 ― ― 
F902 fast ― ― ― ― ― ― 
F902 normal ― ― ― ― ― ― 
F902 normal ― ― ― ― ― ― 
F902 slow 1.29171105 ― 1.75923985 1.45122479 ― ― 
F902 slow 1.40632476 ― 1.92838147 1.64130561 ― ― 
F904 fast ― ― 1.06806189 ― ― ― 
F904 fast ― ― 2.14527668 1.26099173 ― ― 
F904 normal 1.49463881 ― 1.7685255 1.1978275 ― ― 
F904 normal ― ― 1.77385187 1.1170116 ― 1.02800404 
F904 slow 1.44482391 1.13719633 2.28335187 1.80602988 ― ― 
F904 slow 1.42001723 1.04633502 1.49285891 1.93077886 ― ― 
F905 fast ― ― 2.12440198 ― ― ― 
F905 fast ― ― 2.54603758 1.62848122 ― ― 
F905 normal ― ― 2.94282124 ― ― ― 
F905 normal ― ― 2.82748352 1.29326811 ― ― 
F905 slow 3.09989834 1.29253212 3.12688908 2.86987236 ― 1.48818642 
F905 slow 1.45479881 ― 2.69200295 1.51668658 ― ― 
M903 fast ― ― 1.33426648 ― ― ― 
M903 fast ― ― 1.40603301 ― ― ― 
M903 normal ― ― 1.22467146 ― ― ― 
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M903 normal ― ― 2.04566128 ― ― ― 
M903 slow ― ― 2.58243269 1.64800159 ― ― 














































表 4-10 ポーズの長さに関する統計結果 
 
母語 F=32.879, p=.0001 fast vs. normal 有意差なし
話速 F=3.142, p=.0469 normal vs. slow 有意差なし
ポーズの位置 F=10.110, p=.0001 fast vs. slow p=.0408
母語*話速 有意差なし
母語*ポーズの位置 有意差なし 句点 vs. 読点 p=.0004
話速*ポーズの位置 有意差なし 句点 vs. その他 p=.0037
母語*話速*ポーズの位置 有意差なし 読点 vs. その他 有意差なし
母語 F=20.587, p<.0001 fast:ポーズの位置 F=5.89, p=.0093
話速 有意差なし normal:ポーズの位置 F=3.886, p=.0294
ポーズの位置 F=12.141, p<.0001 slow:ポーズの位置 F=8.978, p=.0093
母語*話速 有意差なし
母語*ポーズの位置 有意差なし 句点:話速 有意差なし
話速*ポーズの位置 F=2.520, p=.0449 読点:話速 有意差なし
母語*話速*ポーズの位置 有意差なし その他:話速 F=3.698, p=.0334
normal: 句点 vs. 読点 p=.0312 slow: 句点 vs. 読点 p=.0111
normal: 句点 vs. その他 有意差なし slow: 句点 vs. その他 p=.0004
normal: 読点 vs. その他 有意差なし slow: 読点 vs. その他 有意差なし
その他: fast vs. normal p=.06012 fast: 句点 vs. 読点 有意差なし
その他: fast vs. slow p=.02582 fast: 句点 vs. その他 p=.0454













































4-11) を参照すると、田島 (2005) のタスク音声を籠宮ほか (2008) の自発的な母語話者音声
と比較した場合には田島 (2005) の学習者音声のほうがはるかに遅くなっていることがわ
かる。田島 (2005) の発話速度は毎秒 2 モーラ台であり、母語話者の基準から言うとかなり
遅いと言える。高村 (2011) の学習者のスピーチ音声は、評価が高い音声は母語話者と同じ
くらいの発話速度・発音速度だが、評価が低い音声は母語話者よりも遅くなっている。実


















表 4-11 母語話者音声と学習者音声の発話速度・発音速度 
  発話者 レベル 発話 
スタイル 
















5.2 7.9 話者：JM 
5.1 7.8 話者：JO 
田島 
(2005) 
学習者 中級 タスク 2.0093   アメリカの大
学生 
中級 タスク 2.9439   韓国の大学生 













て見てみたい。母語話者では自発的な模擬講義音声 (籠宮ほか 2008)、読み上げ音声 (実験




















































4.5 実験 B-1 (学習者発話の音響分析) 
次に、学習者音声の速度感がどのように知覚されるのかについて明らかにするため、学
習者の発話を用いて知覚実験を行うこととするが、まずはその学習者音声の音響的特徴を
観察することとする。さらに 4.6 と 4.7 では、聴取側にとっての速度感を明らかにするため




録音は静謐な室内で行なった。パーソナルコンピュータ (Samsung 社製 DM-C410) にエ
レクトレットコンデンサー・マイクロフォン (HS-MC02UBK) を USB 接続した。録音ソフ
トはCool Edit2000、OSはWindows7 Home Premium Kである。ファイル形式はWindows PCM、
モノラル、サンプリング周波数は 44.1kHz、量子化 16bit である。 
 
4.5.1.2 被験者 
関東大学校 (韓国) の日語日文学科の学生 34 名による自己紹介の音声を用いた。学生は
 199 
 





















まずは発話部分とポーズ部分に分けた。ポーズは第 2 章と同様、1 モーラ分の時間長以上
の無音区間 (促音等を除く) をポーズと定めた。自己紹介音声であったため、多くのトーク































































































































































F301 91.09  24.25  14.54  3.76  6.27  59.9% 70 11.34  2.89  6.17  76.8% 46.8% 78.0% 1.04  6.20  0.78  12 1 3 29.69  2.47  7.42  
F302 162.82  47.04  28.46  3.46  5.72  60.5% 127 21.49  2.70  5.91  78.0% 45.7% 75.5% 7.08  1.24  0.84  32 6 4 40.82  7.65  5.10  
F303 141.48  61.16  27.93  2.31  5.07  45.7% 85 16.79  1.39  5.06  60.1% 27.5% 60.1% 6.43  1.23  0.92  36 12 8 35.32  11.77  7.85  
F304 252.36  77.80  44.25  3.24  5.70  56.9% 226 40.29  2.90  5.61  89.6% 51.8% 91.0% 5.26  0.92  0.71  47 10 1 11.17  2.38  0.24  
F305 135.34  33.06  23.72  4.09  5.71  71.8% 112 18.82  3.39  5.95  82.8% 56.9% 79.3% 7.12  1.25  0.53  18 11 0 32.67  19.96  0.00  
F306 45.68  15.33  8.95  2.98  5.10  58.4% 33 6.31  2.15  5.23  72.2% 41.2% 70.5% 7.54  1.45  0.91  7 3 0 27.40  11.74  0.00  
F307 91.03  21.92  13.78  4.15  6.61  62.9% 84 12.56  3.83  6.69  92.3% 57.3% 91.1% 8.28  1.25  0.81  10 2 0 27.37  5.47  0.00  
F308 245.87  55.13  36.27  4.46  6.78  65.8% 216 32.07  3.92  6.74  87.9% 58.2% 88.4% 7.93  1.17  0.55  34 8 1 37.00  8.71  1.09  
F310 81.47  16.65  12.54  4.89  6.50  75.3% 71 10.95  4.27  6.49  87.1% 65.8% 87.3% 9.05  1.39  0.51  8 3 1 28.83  10.81  3.60  
F311 96.20  19.31  13.09  4.98  7.35  67.8% 76 10.01  3.94  7.59  79.0% 51.8% 76.4% 8.75  1.19  0.62  10 4 2 31.07  12.43  6.21  
F312 60.13  18.70  11.90  3.22  5.05  63.6% 54 10.33  2.89  5.23  89.8% 55.2% 86.8% 10.02  1.98  1.36  5 2 0 16.04  6.42  0.00  
F313 85.34  20.08  14.72  4.25  5.80  73.3% 75 12.75  3.74  5.88  87.9% 63.5% 86.6% 9.48  1.64  0.67  8 1 1 23.91  2.99  2.99  
F314 179.00  51.58  35.58  3.47  5.03  69.0% 135 27.57  2.62  4.90  75.4% 53.5% 77.5% 6.39  1.27  0.59  26 16 1 30.24  18.61  1.16  
F315 317.00  88.96  58.40  3.56  5.43  65.6% 232 42.37  2.61  5.48  73.2% 47.6% 72.6% 5.47  1.01  0.54  47 25 7 31.70  16.86  4.72  
F316 79.44  30.81  12.87  2.58  6.17  41.8% 70 11.22  2.27  6.24  88.1% 36.4% 87.2% 4.67  0.76  1.12  16 2 0 31.16  3.90  0.00  
F317 94.37  18.56  14.90  5.08  6.34  80.3% 86 13.70  4.63  6.28  91.1% 73.8% 92.0% 13.48  2.13  0.61  6 2 0 19.40  6.47  0.00  





M302 388.63  125.01  63.66  3.11  6.10  50.9% 340 55.48  2.72  6.13  87.5% 44.4% 87.1% 6.17  1.01  0.99  79 1 11 37.92  0.48  5.28  
M303 107.00  54.58  16.19  1.96  6.61  29.7% 85 11.88  1.56  7.16  79.4% 21.8% 73.4% 3.96  0.60  2.01  27 4 5 29.68  4.40  5.50  
M304 124.24  42.12  19.57  2.95  6.35  46.5% 100 14.31  2.37  6.99  80.5% 34.0% 73.1% 5.92  0.93  1.13  20 8 1 28.49  11.40  1.42  
M305 147.15  35.77  22.71  4.11  6.48  63.5% 133 20.07  3.72  6.63  90.4% 56.1% 88.4% 9.81  1.51  0.93  14 3 1 23.48  5.03  1.68  
M306 91.09  19.40  11.32  4.70  8.05  58.4% 70 8.37  3.61  8.36  76.8% 43.2% 74.0% 7.59  0.94  0.73  11 3 4 34.02  9.28  12.37  
M307 101.54  30.64  17.71  3.31  5.73  57.8% 78 13.71  2.55  5.69  76.8% 44.7% 77.4% 5.34  0.93  0.76  17 3 3 33.29  5.87  5.87  
M308 93.29  23.19  14.35  4.02  6.50  61.9% 69 9.84  2.97  7.01  74.0% 42.4% 68.6% 5.83  0.90  0.59  15 6 2 38.80  15.52  5.17  
M309 109.79  57.82  19.43  1.90  5.65  33.6% 83 13.55  1.44  6.13  75.6% 23.4% 69.7% 4.39  0.78  1.60  24 7 2 24.90  7.26  2.08  
M310 115.54  55.13  19.09  2.10  6.05  34.6% 102 16.66  1.85  6.12  88.3% 30.2% 87.3% 6.08  1.00  2.00  18 2 2 19.59  2.18  2.18  
M311 106.71  26.34  17.03  4.05  6.27  64.7% 100 16.04  3.80  6.24  93.7% 60.9% 94.2% 7.11  1.14  0.66  14 0 1 31.90  0.00  2.28  
M312 194.56  56.90  36.03  3.42  5.40  63.3% 154 26.39  2.71  5.84  79.2% 46.4% 73.3% 6.95  1.29  0.77  27 9 5 28.47  9.49  5.27  
M314 49.84  21.63  7.27  2.30  6.86  33.6% 42 5.83  1.94  7.20  84.3% 27.0% 80.3% 7.12  1.04  2.39  5 0 4 13.87  0.00  11.10  
M315 135.11  41.52  20.70  3.25  6.53  49.9% 112 16.72  2.70  6.70  82.9% 40.3% 80.8% 6.43  0.99  1.04  20 7 1 28.90  10.12  1.45  
M316 98.97  20.54  14.78  4.82  6.69  72.0% 92 13.97  4.48  6.59  93.0% 68.0% 94.5% 7.07  1.06  0.44  13 2 0 37.98  5.84  0.00  
M317 197.50  43.89  28.72  4.50  6.88  65.4% 187 25.55  4.26  7.32  94.7% 58.2% 89.0% 9.40  1.37  0.76  20 4 0 27.34  5.47  0.00  
Max. 388.63  125.01  63.66  5.08  8.05  80.3% 340.00  55.48  4.63  8.36  94.7% 73.8% 94.5% 13.48  6.20  2.39  79.00  25.00  11.00  40.82  19.96  12.37  
Min. 45.68  15.33  7.27  1.90  5.03  29.7% 33.00  5.83  1.39  4.90  60.1% 21.8% 60.1% 1.04  0.60  0.44  5.00  0.00  0.00  11.17  0.00  0.00  
Ave. 134.70  39.87  22.27  3.60  6.19  58.2% 111.84  18.05  3.02  6.34  83.0% 47.6% 81.2% 7.02  1.33  0.93  20.53  5.22  2.28  28.87  7.53  3.37  





表 4-13 母語話者音声と学習者音声の発話速度・発音速度② 















5.2 7.9 話者：JM 
5.1 7.8 話者：JO 
田島 (2005) 
学習者 
中級 タスク 2.0093   アメリカの大学生 
中級 タスク 2.9439   韓国の大学生 
実験 B 中上級 自己紹介 3.603 6.193 韓国の大学生 
実験 A 中上級 読み上げ 6.04 7.215 
普通の速さで読んだ
もの 
高村 (2011) 上級 
スピーチ 
（暗唱） 
6.2 8.9 評価が低い学習者 
5.3 7.3 評価が高い学習者 
 
全体の時間長は平均が 39.87 秒であるが、16 秒程度から 2 分間を超えるものまであり、
まちまちである。発話部分の割合は平均が 58%であり、半分以上の時間は音声を発してい
る計算になるが、32 名中 8 名は発話部分が半分を割り込んでおり、ポーズ部分のほうが多
くなっている学習者も 1/4 に達するということになる。フィラーや繰り返しなどを除いた有
意味部分の割合は平均が 48%で、半分以下となっている。半数強 (32 名中 17 名) が、全発
話時間の半分以上をポーズ、フィラー、繰り返しなどが占めているという結果になった。
また、ポーズから次のポーズまでの 1 回の発話は平均で 7.02 モーラ、1.33 秒である。それ
に対し、単一のポーズの平均時間長の全学習者の平均は 0.93 秒であった。また、ポーズは




た、フィラーや繰り返しについては、平均してフィラーが一分間に 7.53 回、繰り返しが 3.37
回であった。学習者によってはまったくあらわれない場合もあり、非常に個人差の大きい
特徴であった。 
表 4-11 に実験 B の音声の情報を加えたものを上の表 4-13 に示す。実験 B の発話速度の
平均は 3.60 モーラ毎秒、発音速度の平均は 6.19 モーラ毎秒で、実験 A の読み上げ音声や篁 
(2011) のスピーチ音声より遅いという結果になった。しかし、より一回性の高い田島 (2005) 
の学習者音声よりは速くなっている。また母語話者と比較すると、実験 B の音声は比較的
自発性の高い音声だが、籠宮ほか (2008) の自発的な母語話者の音声よりも遅くなっている。 
実験 B の音声は、発話速度と流暢さの評価が比例しており、かなり発話速度が遅い田島 




























音声は実験 B-1 で収録した音声を用いた。 
 
4.6.2.2 被験者 
被験者は、聴覚に異常のない、24～53 歳 (平均年齢 40.5 歳、標準偏差 7.9) の日本語母語











ように HTML5 の audio タグを用いた html ファイルを作成して同じブラウザ上に置いた。
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 選択肢を増やし、7 件法などにする方法もあるが、できるだけ選択肢を単純にして直観的に答えられる



















アンケートの回答結果は、Type formの機能で csvファイルとして出力し、Microsoft Excel、
サクラエディタなどで集計、整形した。その後、回答結果と音声データ (4.5 の実験 B-1 の
結果) をすりあわせた。その際、部分的に統計的な手法を用いたが、その際の統計処理には




速度感について全体の回答を見ると、「とても速い」が 18、「速い」が 77、「普通」が 437、
「遅い」が 185、「とても遅い」が 31 であった。しかし、「とても速い」の回答をしている
被験者は 2 名のみであり、これらの被験者の回答傾向がほかの被験者と比較して非常に偏
っていたことから、速度感についての結果からはこれら 2 名の被験者の結果は外して考え
ることにする。2 名の被験者を除くと、「とても速い」が 0、「速い」が 59、「普通」が 421、
「遅い」が 177、「とても遅い」が 23 になった。 
「とても速い」を 5、「速い」を 4、「普通」を 3、「遅い」を 2、「とても遅い」を 1 とし
て、各学習者について平均値を算出した。下の図 4-12 はヒストグラムで分布をあらわした

































表 4-14 速度感と音響項目間の相関係数 

































HSD 検定を行なった (表 4-15)。 
 
表 4-15 音声の音響特性についての速度感判断を要因とした検定 
 
 











速い-普通 p=0.00345 速い-普通 p=0.68893
速い-遅い p<0.0001 速い-遅い p<0.0001
速い-とても遅い p<0.0001 速い-とても遅い p<0.0001
普通-遅い p<0.0001 普通-遅い p<0.0001
普通-とても遅い p<0.0001 普通-とても遅い p<0.0001
遅い-とても遅い p=0.0002 遅い-とても遅い p<0.0001
速い-普通 p<0.0001 速い-普通 p=0.68893
速い-遅い p<0.0001 速い-遅い p<0.0001
速い-とても遅い p<0.0001 速い-とても遅い p<0.0001
普通-遅い p<0.0001 普通-遅い p<0.0001
普通-とても遅い p=0.01256 普通-とても遅い p<0.0001

















































































































































































































音声資料は実験 B-2 と同様、実験 B-1 で収録した音声を用いた。 
 
4.7.1.2 被験者 
被験者は、聴覚に異常のない、22～45 歳 (平均年齢 32.8 歳、標準偏差 5.9) の日本語母語










クできるようにしたワードファイル (拡張子が.doc のファイル) を用意し、ファイルに直接
チェックを入れることで回答した。 























う判定を過半数で受けた学習者が 6 名もいたことから、聴取実験 A 同様全体的に遅いと判
断されるケースが多かったと言えるだろう。また、過半数が「どちらでもない」を選んだ




表 4-16 「速い」グループの回答結果 
学習者 速い どちらでもない 遅い 
M306 17 5 0 
 
表 4-17 「速い・どちらでもない」グループの回答結果 
学習者 速い どちらでもない 遅い 
F305 10 9 3 
F307 9 11 2 
F308 11 11 0 
F311 9 13 0 
M301 10 11 1 
M313 8 10 4 
M316 8 12 2 
M317 10 10 2 
 
表 4-18 「どちらでもない」グループの回答結果 
学習者 速い どちらでもない 遅い 
F301 5 14 3 
F302 2 15 5 
F304 5 15 2 
F306 0 16 6 
F310 6 14 2 
F313 4 17 1 
F317 5 17 0 
M305 6 16 0 
M308 2 18 2 
M311 4 18 0 




表 4-19 「どちらでもない・遅い」グループの回答結果 
学習者 速い どちらでもない 遅い 
F309 2 11 9 
F314 1 11 10 
F315 2 11 9 
F316 0 10 12 
M307 1 12 9 
M312 1 8 13 
 
表 4-20 「遅い」グループの回答結果 
学習者 速い どちらでもない 遅い 
F303 1 1 20 
F312 0 4 18 
M302 4 7 11 
M303 1 1 20 
M309 1 0 21 
M310 4 4 14 
 
表 4-21 「ばらばら」グループの回答結果 
学習者 速い どちらでもない 遅い 
M304 6 7 9 




























































































































































































































































ある第 3 章の音声はかなり均質であるにもかかわらず、第 3 章の実験 A では強制的にどち
らかを速いと判断しなければならないため、音声のどこかに差を見出して判断を行なって






































































を観察し、第 3 章では音声と聞き手の主観的な速度感の関係について扱った。第 4 章では
日本語学習者の音声を扱い、母語話者音声に対する発話者・聴取者両面から主観的な発話
の速さを比較した。 
















ても、話速を変化させると変動幅が小さくなるケースがあったが、Fougeron and Jun (1998) 
のように速く話した際にすべての被験者でピッチの変動幅が小さくなるわけではなかった。







































































もしくは差異があるのかを、音響実験を通して検証した。学習者 7 名と母語話者 5 名が同
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（出典：大九明子 (2007)「恋するマドリ」『シナリオ』63-9 :66-98） 
 
f. ＜舞台演劇脚本＞  最近
さいきん
のビデオは、家庭用
































（出典：坂手洋二 (2004)「心と意志」『せりふの時代』9-1 :6-76） 
 
 
